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開会（開議）  午前１０時００分 

 

○議長（山根啓志君）  ただいまの出席議員は１８名です。 

定足数に達しておりますので、ただいまから平成２６年第１回江田島市議会定例会

３日目を開会いたします。 

これから、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

日程第１  一般質問 

 

○議長（山根啓志君）  日程第１、「一般質問」を行います。 

その前にお願いを申し上げます。 

類似した質問要旨は、議事進行の観点から質問者及び答弁者ともに重複をできるだ

け避けていただき、簡潔にお願いしたいと思います。 

それでは、順次一般質問を行っていただきます。 

１０番 片平司議員。 

○１０番（片平 司君）  おはようございます。 

質問通告に従いまして質問に入ります。 

その前に傍聴者の方は、朝早くから大変ご苦労さまでございます。 

東日本大震災後３年の月日が経過しましたが、今なお２６万７，０００人の人が仮

設住宅など避難生活を送っております。 

沿岸部では行方不明の捜索が続いております。 

国による災害復興は遅々として進んではおりません。 

福島第１原発は未だに汚染水の流出が続きおさまる気配はありません。 

原発の事故が大震災の復興を遅らせる大きな原因になっていると思います。 

にもかかわらず、政府は、電力の確保を理由に、基準に達する原発から再稼働を行

おうとしてます。 

地震大国日本で安全な地域などはありえません。 

原発はひとたび事故が起これば、現在の技術では収束することが難しい。 

原発は直ちに廃止をして、太陽、風力、水力、地力などの再生可能エネルギーの道

に転換をすべきです。 

日本には再生可能エネルギーは無数にあります。 

１日も早い復興を願っております。 

それでは、本題に入ります。 

島で粘れる施策について。 

国の責任を投げ捨て、国民に負担を押しつける社会保障改悪で医療・介護・子育

て・年金などの制度改正が可決をされました。 

消費税大増税と一体で行う社会保障改悪スケジュールをあらかじめ定める異例の法
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案で、７０歳から７４歳の医療費窓口負担の２割を皮切りに、医療・介護など、さまざ

まな制度で国民に負担増と年金の給付減になりました。 

重大なのは、社会保障への国の役割を、自助・自立のための環境整備としたことで

す。 

憲法２５条で定めた社会保障の向上・増進への国の責任放棄です。 

江田島市でも昨年１２月１日、地域包括ケアシステム推進啓発事業の講演が開催さ

れ、取り組みの外枠や連携強化が関係団体や市民に呼びかけられ、自助・自立が強調を

されました。 

人口２万６，０８７人で、自衛隊・外国人を除くと２万５，０３３人です。 

自衛隊・外国人を除く６５歳以上の人口は１万９５人、高齢化率は約４割です。 

少子高齢化が急速に進んでおりますが、島で粘れる施策は進んではおりません。 

市民の望みは生活支援を充実させてほしいことです。 

子育てから老後まで安心して住み続けられる、島でねばれる施策づくりが緊急課題

です。 

生活基盤、家をどこに持つかを左右する重要な次の２点について市長の所見を求め

ます。 

１、公共交通協議会答申が出されましたが、市民の声が十分に反映された結果とは

認識されているのか、市長の見解をお伺いいたします。 

２つ目、介護保険制度の改定に伴う受け皿が地域包括ケアシステムです。 

制度の改定、地域包括ケアシステムの進行状況等についての見解をお尋ねいたしま

す。 

以上２点、真摯な答弁をよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（山根啓志君）  答弁を許します。 

田中市長。 

○市長（田中達美君）  皆さんおはようございます。 

引き続いての定例会の御出席、まことにありがとうございます。 

また、市民の方々には、早朝から傍聴にお越しいただきまして、厚くお礼を申し上

げます。 

さて、２月２６日の定例会２日目に、平成２６年度の一般会計、それから特別会計

及び企業会計の各当初予算案を提案させていただいたところでございます。 

その後、議員の皆さんには、連日予算審査特別委員会各分科会で予算案の慎重審議

を行っていただき、心からお礼申し上げます。 

それでは一般質問にお答えいたします。 

まず１点目の、西能美航路再々編に係る公共交通協議会答申は、市民の声が十分に

反映された結果と認識しているかとの御質問でございますが、西能美航路の再々につい

ては、昨年４月以降、市の公共交通協議会において議論されてきたところであり、昨年

１２月３日の会議において、企業局が運航する中町・高田～宇品航路について、公設民

営化の方針が示されたところでございます。 

この方針は、事前に実施した計１５回の住民説明会における市民の意見を踏まえ、
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市営船継続では収支面では課題があるという点や、民営化には根強い反対意見があると

いう点なども考慮した上での判断であろうと思います。 

すべての市民にとって、満足のいく結論ではないかもしれませんけども、市民の声

を踏まえたものであると認識しております。 

次に、２点目の地域包括ケアシステムの進行状況等についてお答えいたします。 

昨年４月の制度改正において、病院・施設から、地域・在宅へと、住み慣れた在宅

での療養・介護・看取りまでを、包括的に提供できるシステム構築が義務づけられまし

た。 

現在、本市ではそのシステムづくりに必要な基礎準備等の事業を展開しております。 

昨年９月より本市の実情を知る実務者レベルが集まって、ワーキングチームを立ち

上げ、毎月１回のペースでシステム構築のための、多職種連携を目的とした研修会等を

行い、専門職の横の繋がり・顔の見える体制の強化をしております。 

事業啓発活動の一環として、講演会及び在宅医療に関するシンポジウムを開催し、

関係機関職員及び一般市民の多くの方の参加がありました。 

システムづくりの必要性や、地域にないものをつくり出していく創造性を高め、本

市独自のサービスの可能性を探るなど関係機関・一般市民で情報等を共有し、住みなれ

た地域で、できる限り完結することを目指すために、制度の啓発や関係者の顔が見える

体制づくりを行っているところでございます。 

以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  それでは、順次、第２質問、第３質問とさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

まず、交通協議会の答申についてですが、この今重要な生活航路としながらもです

ね、住民説明会での意見が反映されとると市長は答弁されましたけど、これがですね、

反映していないと私は思います。 

私は江田島市内全域のですね、各地域の住民説明会に行き、現場の誠実な生活実態、

市営船を求める必死な市民の皆様にお会いすることができ、多くの意見も聞くことがで

きました。 

協議会傍聴にも行きましたが、協議会の住民説明会における市民の意見報告書は、

紙に書かれたものを当日配付され見るだけ。 

市民の熱い思いが出席者全員に伝わっていたとは到底思えません。 

投げかけられた住民の意見が取り上げられ、論議をすることなく、もう長く論議を

してきた、ここらで結論出そうということで公設民営が一つの方法であると交通協議会

での意見がまとめられました。 

利用するいない、利用しない地域、利用する地域の温度差がある、それは当然だと

思います。 

多くの市民は何を言っても何も変わらん。 

住んでいてよかった島、また、行きたい島にはならん。 

協働のまちづくりは市民との信頼関係があってのことだと、閉塞感でいっぱいです。 
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住民説明会で出た声にこたえてほしいという声が、数多く寄せられております。 

禍根を残さないためにですね、行政が責任をもってこたえるべきだと思うんですよ。 

ほいで、これからいうことは、住民説明会で出た意見を私が代弁すると言いますか、

それを言うわけで、私の言う意見ではないわけなんですが、そのへんをひとつ踏まえて

ですね、答弁をよろしくお願いをいたします。 

まずですね、赤字対策としての行政の企業努力、計画し実行して評価をして改善す

る、この点検評価がされてないんじゃないかと思うんです。 

それでですね、だれでもが考えつくこともされてない。 

例を言いますとですね、昼間のダイヤの削減、これは４月から３便するようになり

ましたけど、土曜・日曜・祝日のダイヤ変更、こういう声もね、住民説明会で多くでま

した。 

これについてどう考えておりますか、答弁をしてください。 

○議長（山根啓志君）  川尻企業局長。 

○企業局長(川尻博文君)  先ほどの行政の企業努力、点検がなれてない。 

さまざまな中で、私らも以前からフェリー航路の廃止、それに伴いまして職員数の

減、また、ダイヤ等もそのたびに船の大きな改革時期にはダイヤ改正とかしながら、例

えばフェリーがある分があったんですけど、高速艇２７便とか、そういうふうな努力は

してまいったと思っております。 

昼間ダイヤは今回最終的には４月から改正させていただきます。 

本当の企業努力と申しますけども、原因的には本当の燃料費の高騰によるものが大

でありまして、これはいたし方ないところでございますので、利用者の方には迷惑をか

けている、赤字の原因、最大原因となっとるとこなんですけども、いろいろ議論される

中で、企業としては最大限努力してきたとまいっております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  今の質問はね、昼間のダイヤをいうぶんを４月からやるよ

うなったんです。 

だけど、広島のバスも電車も土日は、祝日は少ないんですよね。 

江田島市も何でそれをせんかったんかいう声がようけ出とったんですよ住民説明会

で。 

それはどうなるんです。 

○議長（山根啓志君）  川尻企業局長。 

○企業局長(川尻博文君)  島の活性化とか、そういうことで、船の使命、企業体と

して運航している使命があります。 

その中に地方の活性化とか、そういうことも、ずっと旧町からずっと引き継いだも

のがあります。 

その中で土日、特にそういう便宜いうんですか、そういうところ確実にはかって、

深夜便とかもはかってきたと考えております。 

その中で、ましては減便いうことはお客さんに迷惑かける、活性化とかいうことも
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ありますので、そこができなかったいえばしておりません。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  それとですね、今後はね、今の祝日とか土日祝日は考えて

いくんですね、今後は。 

同時にですね、今朝の２便、７時の２便、これがね、１便にしたらどうなんかいう

声もようけ出たんですよ。 

いうのは、例えば７時の船は学生が最優先にして、一般のお客さんは６時半の船に

乗ってもらうとか、７時半の船に乗ってもらうとか、そういうふうな努力はしたんです

か、どうなんですか。 

○議長（山根啓志君）  川尻企業局長。 

○企業局長(川尻博文君)  そういうふうな努力いうんですか、お客様に対して強制

的ないう、強制的ないうことじゃないんですけどしてはおりません。 

ただし、移行過程の中で、７時の便で乗りおくれとか、修学旅行とかそんな、老人

クラブの団体さんとかいうことがあって船を出したいうのは計画も聞いておりますけど

も、最大限、私らは安全・安心・信頼いう運航の中で、できる限りお客さんに迷惑をか

けないという方針で、運航の努力をしてきたつもりでございますので、そういうことは

できる限り控えておりました。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  確かに積み残しはいけんのんですよ。 

いけんのんですけど、７時の便は主に学生とね多いんですよ。 

ほいで、住民説明会の中でも出たんですけど、住民に我慢をしてもらおうというふ

うな企業努力があるんかないんかいうんがよく出たんです。 

説明会の中でも。 

ですから、そういう努力もして、いろんなことをやったんじゃれけどやっぱり７時

は二つ出さんにゃどうもならんのんじゃいうふうなの、納得すりゃまあええんですよ。 

その辺は、もう一度お尋ねしますけどね、どうなんです。 

これからどうされます。 

○議長（山根啓志君）  川尻企業局長。 

○企業局長(川尻博文君)  乗船客の方には、さまざまな生活があります。 

その中で最大の利便を図っていくと。 

それによりまして、定住、島に残っていただく、活性化、学生さんが勤勉してもら

う、そこを最大限に考えておりますので、今後それが可能であればなんですけども、逆

に言うたらお客さんに迷惑をしいるということは今のところは考えてないとこでござい

ます。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  ほいじゃ次にいきますけどね、いわゆる燃料の問題なんで
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す、燃料代。 

これ多分江田島市内の業者から購入しとると思うんですが、値下げの交渉、どのよ

うにされとるかちょっと答えてください。 

○議長（山根啓志君）  川尻企業局長。 

○企業局長(川尻博文君)  これは業者がおりまして、３か月ごとに入札という制度

をとっております。 

その中でスポットがえ、毎月の変動があります。 

これは価格の変動が多いございます。 

それと日経平均いうんがあるんですけども、これは、ある程度の高値もありますし、

あれですが、中間どころで、一月、二月きというロングのスパンの中で契約もあります。 

その中で、上がった時も上がり幅が少ない。 

スポットで下がったときも少ないというリスクが、リスク階を考えてそういう契約

の方式に、この４月から、今回の分があるんですけども、契約方式変えます。 

それと業者ですけども、多分言われてると思います。 

広島の方とかいう話と思います。 

一応島内業者の方で、一応入札しております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  島内の事業者から買わにゃいけんという理由もわかるんで

すけど、島内で買うんと島外の例えば広島市内とか呉市内とかで買う業者、こうた場合

にですね、どのぐらいの値段の差が出るんですか。 

ちょっと答えてください。 

○議長（山根啓志君）  川尻企業局長。 

○企業局長(川尻博文君)  私らがあるのは２円５０銭から３円。 

それは、さきの日経平均、今現在では８２円５０銭ぐらいですけども、それに原価

ですね、それにタンクローリーとか、そういう移動経費を含めまして運搬経費、ですか

ら島のほうが若干高くなるということなんですけども、逆に広島のとこでいけばダイヤ

を編成して広島発着というダイヤの組み換えんとか、逆に言うたら、そこらでいろいろ

考えたんですけども、なかなかそこに至ってないと。 

２円５０銭から３円です。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  島外で買おうと２円５０銭から３円ぐらい安いいうことな

んですね。 

ということはですね、江田島市内の業者の利益を確保するいうこともこれはまあ江

田島市内の船を使いよるわけで大事なことなんですが、やはり１円でも１円５０銭でも

ですね、江田島市の船の経営がこういう状況なんで、なんとかしてもらえんかというふ

うな交渉はされたんですか。 

○議長（山根啓志君）  川尻企業局長。 
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○企業局長(川尻博文君)  入札のときに単価が出ます。 

最安値単価、この業者とさらに交渉します。 

そこの中で多い場合は２円ぐらい。 

１円とか値引き交渉やってくるんですけども、さらにその途中で値上がりが激しい

ときは、協議するということで、あげてくださいとかいうことで、あるんですけども、

できる限りその中圧縮する方向、要するに、そこの中で単純なる入札価格に基づくもの

でなく、さらに、業者と交渉しながら、市場価格動向を見ながら、あげてもらわないこ

と、逆に言ったら、途中であるんですけども、値が下がったときは値が下がったように

交渉しております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  引き継ぎですね、今のこの経営状態が非常に悪いわけです

から、値下げをね、値下げを我慢じゃなしに値下げをしてくれるようにですね、市内の

業者にもですね、協力をお願いするようにですね、ひとつよろしくお願いします。 

次にいきます。 

宇品事務所の問題ですが、これをね、江田島市内に持って帰ることはできないんで

すか。 

○議長（山根啓志君）  川尻企業局長。 

○企業局長(川尻博文君)  一応それは物理的には可能でございます。 

ただし、そこの中で、そこでは船の配船とか、例えば、いろんな情報の交換もある

ますし、例えば、チャーターのとこでいろいろ交渉もあります。 

それとか船舶ドック、そこらのからみがありまして、どっちかいうたら宇品でやっ

た方が、ほかの船舶会社ともなんですけども、スムーズな運営ができるということで今

宇品にしております。 

そりゃこちらでやると、そのデメリットは多少そういうデメリットは生じますけど

も、そりゃ不可能ではないです。事務はできます。 

ただし、いざ緊急にエンジンが故障したとか何とかいう交渉のところがだんだん疎

遠になっていくとかいろんなことがありまして、現実の中には週に１回２回３回ぐらい

はそういう検査とか、修理、簡易の修理もありますけど、部品の受発注、そこに持って

来ていただくオイルなんかもそこへ持っていってきたいとか、そういう中でも運営をし

ております。 

何とも言えんとこですけども、私、企業のほうから運航の経営主体のほうでとらえ

るならば、宇品が有利と考えております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  たしか予算的には１５０万円ぐらいだったと思うんですが、

それをさしおいても、宇品に事務所を置いとった方が利便性がよいということですね。 

では、どっかでそれだけの費用を捻出せにゃいけん、企業局全体で。 

そうでもしてでも宇品に置いておかんにゃいけんそういう理由があるわけですね。 
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これは、住民説明会でも宇品に置いとかんにゃいけんことはなかろうがいう意見を

ようけ出ましたよ。 

ですから私も取り上げたんですけどね。 

ほいじゃ宇品、江田島市へ持って帰るよりは宇品に置いとった方が企業局にとって

はメリットが多いとそういうことなんですね。 

○議長（山根啓志君）  川尻企業局長。 

○企業局長(川尻博文君)  そうでございます。 

それには他社の、例えば他社航路の機関故障とかでも急遽うちの船貸してください

とかいういろんな交渉があるんですけど、一つ言えばそんなこと、いろいろあります。 

メリットがあると考えております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  じゃあ次にいきます。 

公設民営でもですね、財政の軽減メリットは少ないと思います。 

このことの説明がですね、住民説明会でもあまりされておらんかったんですよ。 

船の新設などの設備投資費用すべて行政持ち、赤字なれば補てんもせにゃいけんし

修理もせにゃいけん、船が壊れたら。 

住民説明会での資料は、市民は船が赤字なのに船員の給料がすこぶる高いいう誤解

を与えるような賃金体系、船員職員は一般職に移行すればですよ、一般職員の数は増え

て、一般会計から人件費が当然支払われるわけなんですが、これではですね、江田島市

全体から見たらですね、削減にはならんと思うんですよ。 

減るのは、船員の特別手当とか超勤手当とか、そういうものが減るわけですが、そ

ういうことはですね、住民説明会ではあえて説明せんかったんです。 

だれかが質問したらですね、そのことについての答弁がありました。 

これは何で説明せんかったんか、市長ひとつ答弁してください。 

○議長（山根啓志君）  正井副市長。 

○副市長（正井嘉明君）  船員の処遇の問題についてですね、説明がなかったんじゃ

ないかということですが、意図的にどういうんですか、住民説明会でですね、説明をし

なかったわけではないんでですね、たまたまそういう意見が出たからということですが、

今は企業局長が説明をるる説明しましたけれども、全体的にとおしてですね、いわゆる、

もし、これを存続するためには、企業努力はもう少し足りないんじゃないかいう視点で

の御質問ですね。 

すべてですよ。 

では、過去を振り返って、この９年間、１０年間を振り返って、この公営船はどの

ようにして経営されてきたんかという観点がですね、全く欠落しとるわけですよ。 

それが我々のこれまで、この西能美航路の再編を進めたフェリーを特化したり、い

ろんな取り組みをして、市民のですね移動手段を確保しよるという取り組みをこれまで

してきたわけです。 

これまでも先生にお話ししたように、過去９年間で市営船に投資してきた金額は、
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６億６，０００万円。約７億ですよ。年間に計算すると７，３００万円。 

ことしも７，０００万円の真水で投入しないと維持ができない状況に危機的な状況

にあるいうことを訴えてきたわけですよ。 

それで今のように、事務所を移転すれば、これが解決できるんかと。 

やはり抜本的な解決をする局面に達しているということをお話しし、市民に対して

ですね、説明をして理解を求めてく。 

確かに満足度を上げるという方法ではないかもわからんけれども、ある程度の納得

をし、理解をしていただいたというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  包括的な答弁はいいんですよ。 

今聞いとるのは、さっき私が言うたようなことをね、いわゆる江田島市の船の船員

の賃金は高いんじゃということをね、特段に出しとるんじゃないか思うんですよ。 

ほいで住民は、赤字の企業の赤字の企業なのに働きよる人の賃金は高いんじゃない

かという意見が出るんですよ。 

それをほいじゃから、やっぱりこうこうこうでこういうふうな状態なんですよいう

説明がなかったのはなぜかというのを私は聞きよるんです。 

６億円、７億円出しとるいうのを聞きよるんじゃないんですよ。 

○議長（山根啓志君）  正井副市長。 

○副市長（正井嘉明君）  どういうんですか、今の船員のがですね、給与が高いんや

ないかという意図的なそういうどういうんかねデータを出したんじゃないかということ

言われますが、きっちりどういうかね、今支払われとる法的にですね、正しい支払いを

しているんだということを出しただけでですね、意図的にどういうんか船員の給料が高

いと。 

それは確かにこれまでも論議されたように、企業と比べてランクがあってですね、

今の船員の給料がですね、よそのいわゆる民間の航路者の給料と比べてですね、そんな

に飛び跳ねて高いもんでも一定の水準に達しているというふうな説明をしてきておるは

ずなんですよ。 

そういうどういうんかね、意図的に給与が高いというようなことをですね、市の方

から説明したということは、考えられません。 

また、そういうふうに考えていないということでございます。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  この問題ね、いくら言っても平行線たどることになっても

いけんのんで、次の問題です。 

これも住民説明会で非常に出たんですが、瀬戸内海汽船の財務状況が悪いじゃない

かと。 

私はどこがこれを引き受けるか知りませんよ公設民営なった場合に。 

瀬戸内海汽船の財務状況が非常に悪いんじゃないかと、こういう悪い会社に引き受
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けらしてええんかというふうな意見が出たんですよ。 

その辺はあなたらもこの会社、この会社、この会社がどういう財務状況になっとる

かご存じですよね、当然のことながら。 

私は素人じゃけぇ知りませんけど、どうなんです、そのへんは。 

市長。 

○議長（山根啓志君）  川尻企業局長。 

○企業局長(川尻博文君)  具体的な個人の会社、財務状況、こういうとこなんで、

発表的には控えさせていただきたいと思いますけども、論じるとこではないと考えてお

りますけど、今後そういうことも視野にいれた議論がされるとは思います。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  それでね、指定管理者で委託をするんか、どういうふうに

委託をするんか知りませんけど、財務状況が仮に悪いような会社が、引き受けたとして

もですよ、そこの会社が倒れてしもうたら、またどっかやらにゃいけんわけですから、

それは江田島市が責任があるわけですからね、そういうとこへはやっぱりしちゃいけん

と思うんですよね。 

そういう意見が出ましたよ。 

その辺については、こっちよりこっち、市長か副市長の方が詳しいんじゃないかと

思いますけどね、どうなんです。 

そういうとこへでもあえて委託をするんですか、しないんですか。 

○議長（山根啓志君）  正井副市長。 

○副市長（正井嘉明君）  今ですね、公設民営の方向で今質問が出されてるんじゃろ

う思うんですよ。 

まだ決まったわけではないですね、市長は、はっきりしたどういうんかね、方針を

出してないんですから。 

また特別委員会でもまだ協議をされると聞いております。 

ただ、法定協では、公設民営が望ましいだろうという方向性を出してる。 

当然、そこの中に我々も入っているわけですから、尊重する立場にはあると思いま

す。 

今のように特定の業者をどういうんかピックアップしてですね、それはどうなんか

というふうな論議はですね、なかなかコメントできないですよ。 

今からですね、どういう方向で進めるか。 

例えば財務状況は、当然、例えば選定するに当たっては、第三者に入ってもらって

ですね、公正に、しかもその点をですね、しっかり検証しながら物事は進めるというこ

とになろうと思います。 

そこの点までですね、言及してここで論議してもですね、ちょっとそこんところは

話がかみ合わないんじゃないかなあと、そういうふうに考えます。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 
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○１０番（片平 司君）  わかりました。 

じゃから、よう決まったらね、そういうことになる理論ですね。 

次にいきます。 

共にですね、市民と行政がいわゆる江田島市の市営船の航路を守るためにですね、

市民への強力な働きかけといいますか、お願いをしたと思うんですが、そういう努力は、

これプラス船員さんとの話し合いをね、どういうふうにされました。 

答えてみてください。 

○議長（山根啓志君）  川尻企業局長。 

○企業局長(川尻博文君)  私どもは行政を司る者として、逆に言うたら法定協議会

で審議されております。 

そのことについては、その中で、傍聴の中で、船員さん、船員組合、そんな中で話

しております。 

来ていただいて、実際に、その中でおこった、言われた事、そこらを実際聞いてく

ださいということで、そんなことをしております。 

中には、重要な、ポイント、ポイントにつきましては、船内委員会を招集しまして、

すべてではありませんけども、そういう方向であります。 

船員にしても、運動何とかいうのは、我々は一応職員でありますのでできません。 

そういうこともしてはいけないし、やっぱりプレーンの中で、ニュートラルの中で、

どちらかというと、企業局としては、先ほど言いました、安全・安心・信頼に基づき、

その運航の欠航がないとか、いろんなことで努力をしてまいりました。 

以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  船員さんはね、身内じゃからね、いろいろ話しやすいと思

うんですよ。安心・安全な運航をずっと続けていくために、市民には、何をどこを我慢

してもらうかどうかいうのはやっぱ話ししとかんにゃいけんと思うんよね。まあそりゃ

住民説明会何回かしましたよ、これ説明会ですからね住民への。 

江田島市の市営船を存続さすためには、江田島市の市民の皆さんにこういうことを

してもらわにゃいけん、お願いしますいうことは、過去やったことないでしょう、やり

ました。 

○議長（山根啓志君）  川尻企業局長。 

○企業局長(川尻博文君)  先ほど言いました先導じゃないんですけども、そういう

ことですね。 

そういうことについては、我々は企業職員として、政治云々かんぬんは認められて

おりませんので、それはして、こうしたら例えば公設民営でいかれます、こうしてくだ

さいとか、こんなことは一切申しておりません。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  いやそういうんじゃなしに、私が言いたいのは、住民がこ

こにいろんな意見出したのはね、市営船を守ってほしいというとこからきとるわけなん
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ですよ。 

公設民営とか民間丸投げとかいうんじゃなしに公設公営でやってほしいいう中で声

が出とるんです。 

だから、住民の中にも、市民の中にもですね、我慢するとか我慢するんじゃないか

という意見が出たんですよね。 

そういうことを言いよるんです。 

それできん言うんならしょうがないけど、できるでしょう、やろう思うたら、話し

合いは、どうなんです。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  市営船を守るいうお話に今なっとるんですけれども、私はた

えず江田島市全体の航路のことについて目配りをしてですね、たえずそういう各航路の

バランスとか、各航路の、これはさっき民間の収支のことがわかっとるかいう話があっ

たんですが、わからないほとんどの場合わかりません。 

資料提供してもらえんということもありますけれども、私らたえず全体のバランス

を考えながらしとるんで、今お話があるように、市営という名前を守るんか、そうじゃ

なしに、利用する人の利便性、いわゆる足を守るんかいう話になってもらわんとですね、

私はただ市営船を守るより、民間がやった場合に民間の方がより有効にお客さんにサー

ビスができれば、利用者にとってはその方がはるかにいいわけなんで、かたぐるしい市

がやるとですね、何一つ条件変よう思うてもですね、いろんな場合に、いろんなとこで

議会の議決とか、市民の市民に説明するとかいうような、迅速に物事が対応できんいう

ことは多分議員さんも分かる思います。 

そういったもんでは、企業としての経営からいうと、民営化することがはるかにそ

れゃ効率がいいことはわかっとんで、一番大事なのは、市民の足を守るのか、企業企業、

江田島市営という名前を守るのか、そこのことをはっきりですね、私はしてもらわんと

ですね、いろんな話がですね、ただ、行き違いの話だけになってですね、うまく物事が

いかんような私は気がしております。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  私もですが、これは、住民説明会で出た意見なんですけど、

市営船を守ってほしいという声がたくさんあったんですよ。 

そういう観点から言いよるわけですね。 

市長の考えはまた市長の考えであるんだと思うんですがね。 

これずっといきよると時間がもうないんでね、いきますけどね、次にね、これはま

だ住民説明会では出てなかったんで、協議会で、この前の２月の、５０万円のドリーム

のうみの継続の貸し出しの件ですが、赤字を抱えている企業のすることじゃない。 

期限付きの契約であったわけですから、ここに資料はこの前くれましたけどね、貸

し出しをするにしてもですね、正当な金額でね、貸し出しをして、新たに契約をし直し

てね、江田島市の企業局の赤字をちょっとでもへしたほうがええんじゃないかいう意見

があるんですよ。 

これに対してはどう考えます、どっちが答えるんかしらんけど。 
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○議長（山根啓志君）  正井副市長。 

○副市長（正井嘉明君）  これは御承知のようにもう１回ですね、歴史的に振り返っ

てみてください。 

芸備商船が倒れて、三高航路をどのように守っていくかというのが、大優先だった

わけですよ。 

そのために、あそこの航路をとにかく切れ目がなく、市民に迷惑かからないように

ですね、移動手段を確保しようということでですね、取り組んだ結果ですよ。 

その延長線上にこのどういうんかね、ドリームのうみをですね、安価に提供して、

あの航路を守ってもらうと、民間にですね。 

あれを守ろうとしたら、では江田島市があそこに投入して、どれだけの金額でです

ね、三高航路を守れたかというとですね、やっぱり民間の力、活力、こういった知恵、

この知恵をしっかり活用した結果ですね、三高航路を守れたんですよ。 

今回、それをですね、正当な金額で、いやいやそうじゃないんじゃと、公営船がア

ップアップしとるからこれはつぶしますよと、そんなことが言えるわけないでしょう。 

その辺はですね、先ほど市長が言ったように、全市的な視野で物事を考えていただ

かないとですね、いつも言ってるように、公営船は全体の２５％の市民が利用しておる

んですよ。 

７５％は外の民間の企業の船を活用してですね、移動手段として、民間の力を借り

てるんですよ。 

そのことをですね、前提にして考えていただかないといけないし、過去の歴史的な

経緯もしっかり踏まえていただきながら、民間航路をどのように守っていくか、あるい

は、市営船は非常に厳しい局面に達しているから、そろそろ一定の方向を見出している

時期に来てるんじゃないんだろうかと。 

そういうことで今論議をして、１年かけて積み上げてきた協議の中身ですよ。 

先生にもすべて全協ですべての資料は流して、全員の先生方にもお願いして協議を

してきた経緯はあるでしょう。 

また、住民説明会の説明の中身は全部資料として提供して読んでおられるはずです

よ。 

先生が言われるのは、ある一部のポイントだけを積み上げて言われておりますが、

全体像を把握しているというふうな意見としては、どうも首をかしげます。 

そんな感じがしますよ。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  首はなんぼ傾げてもろうてもええんですが、要は、三高航

路は、既に赤字になって、1，０００万円ですか８００万円ですか赤字でしたよね確か、

ことしか今年度ですか去年ですかあれ、この前資料もろうたんで、ね。 

ほいでどっちにしてもですね、江田島市が非常に安く貸してあげてもそういうふう

になる。 

ほいで今度は県の補助事業の対象になるわけなんでしょう。 
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ほしたら江田島市も出し、広島市も出し、県も出しいうようにせにゃいけんわけな

んですよ結局はね、とどのつまりはそうなるんですよ。 

そりゃ確かに江田島市がね、三高航路を全部引き受けたら、また莫大な金がかかり

ますよそれは確かに。 

ほいでも最終的にはそうせんといけんなるかもわからんじゃないですか将来は、そ

ういうふうになるかもわからんじゃないですか。 

とりあえずこの問題は、また次、時間がない、まあいきます、ほいじゃけえまあ要

はその適正な値段で貸してあげても、赤字になったらどっちにしても三者で持たんにゃ

いけんなるんでしょう、赤字になるんじゃから三者で、そういうふうな制度なんでしょ

う、県の生活支援なんとか補助事業というのは、生活航路支援事業というのは、それに

該当するんでしょう今度三高航路は。 

そしたらどっちにしても江田島市が何ぼ安く船を貸してあげても、江田島市もそれ

プラス出す、広島市も出す、広島県も出すようになるわけなんでしょう。 

ほんなら適正な値段で貸してあげても同じじゃないかというんが私の考えなんです

よね。 

次にいきます、まだあります。 

これ大事な事なんですが、こんど市長答弁お願いしたいんですが、これはこの前の

交通委員会に各事業主さんを呼んできてもろうて話をしたときにも出たんですが、船は

陸のですね、船というか海ですよね、海は陸の道路と同じ役目を果たしておるわけなん

です。 

海上道路としての重要性をね、国や県に認識をしてもらう。 

県の責任、国の責任を明確にして、海上道路としての維持・管理・補助指定の取り

組み、また赤字補助対象航路になる取り組み強化を継続的にしていかにゃいけんと思う

んですよ。 

ほいで要は、海は陸の道路と同じなわけですから、それに対する江田島市としての

取り組みはどのようになっとるかを教えてもらいたい。 

市長どうです。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  航路に対する取り組み江田島市として、これは主に、例えば

県とか国に対する働きかけをどうしとるかということだと思いますけれども、現在、江

田島市は、全国の、ご存知のように半島振興協議会があります。 

これの副会長５名ほどおるんですけど、その内の１名、私が当番でしとるわけなん

ですが、そういったものの中で、それともう一つは黒神が江田島市の場合には離島とい

う位置づけになっとるなりますので、離島振興協議会、全国の組織の離島振興協議会の

メンバーにもなっとんですが、そういった中で、いわゆる航路はですね、半島地域も離

島もそうですけど、７割の航路は実は赤字です。 

そういったことで、離島とかそういう半島抱えておる地域の航路の市町村はですね、

市町村は現在国にいわゆる道路としての位置づけにしてもらえないかという運動は、そ

の場で皆、要望書へ、よく要望書へ国交省とか国へ出しますけども、毎回それは要望し
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ております。 

ただ、国の法律の中で国土交通省の中で道路の定義の中にですね、海上交通いう、

海上国道いう、いわゆる海上国道いう名前は実はついております。 

ほいで、江田島市の場合も切串と宇品港の間が海上の国道になっておりますけれど

も、実はこれはただ名前があるだけで、法的には先ほど議員さんが言われたように、実

際に支援は実は幾らも何もない形になっとるわけなんです。 

で、私らは、国土交通省の職員さんと、中国地方整備局の中の運輸局の職員さんと

話す場合でも、私がいつも、私は疑問に思うんじゃけども、この海上国道いうのは、法

的にはどういう位置づけなっちょんでしょうかいう話をしてもですね、実は所管の職員

がですね、はっきり国道、この海上国道いうのは、こういう位置づけになっております

いう法律がないから、明確に返答が実は出てこんなんですよ。 

陸上の国道の場合には、いろんなたくさんのたくさんの法律があってですね、当然、

当然のことながら、維持管理に対する費用は国が出すいうことになっとんですけども、

この海上、船については、出すいう規定が法的に何もないんですよ。 

ただし、離島の場合は離島振興法いうのがありまして、離島の場合には、船を新建

造するとき、航空機飛行機を買うときには、約半分の補助を出しますと。 

さらに運行して赤字が出た場合には、半分国がみましょうというような、あとの半

分は県と市町村が見なさいよとかいう法律が実は明確にあるんですが、残念なことに半

島地域の、江田島市のように半島地域の航路については全く規定がないいうことで、実

はそういう半島振興協議会、それから離島振興協議会とかいったとこの中で、今はどう

してもこれを陸と同じ位置づけにしてもらいたいいうことで運動しております。 

そのためには、実は政治の、東京の政治の世界では、いわゆる議連というものがな

いとですね、非常に力が弱いわけなんです。 

順序としては、自民党の中へ議連をつくっていただいて、そこが、国交省へ働きか

けると一番早く物事が行きますんで、実は今半島振興協議会の中で、議連が自民党の中

で議連がないわけなんです。 

今、年末にちょっと東京へ出張したときに、そのことだけについての半島振興協議

会の中の会長・副会長だけ、理事だけ集まってですね、自民党の中に委員会をつくって

もらうということを今働きかけしております。 

細かく言わんとわかりませんで細かく言いますけど、そういうようなことで、自民

党の中に委員会を立ち上げてもらうような今実は今準備しておりますので、明確にこの

位置づけのできるような形で物事を進めたいというように思っております。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  あと何分ありますか。 

１０時５分ぐらいまでじゃなかったかいね。 

市長は、今の件ですね、私らも協力しますんでね、ぜひね、国に働きかけ、国会議

員が働きかけてですね、海上国道としてですね、利用できるようなね、国の施策をして

もらうように一つよろしくお願いします。 

あと８分でやらにゃいけんのんで、それでですね、もう一つは大事なことなんです
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が、日常生活の基盤であるマイホームをつくるときね、どこに家を建てるかが大きな問

題になるんですよ、島に建てるか広島へ建てるか呉に建てるか。 

ほいで島に建てよう思うても、船の運航、運賃がええがに安定的にできんと難しい

んですよね。 

ほいで既に島を見捨てて広島へ行ったり呉へ行ったり住んだ人がおる。 

そうするとですね、江田島市は第２次総合計画の中に、１０年先に２万３，０００

人までにおしとどめたいこういう願望、願いありますが、とても難しいと思うんですよ。 

このことについて、簡潔にちょっと答弁してもらえればありがたいんですが。 

簡潔にですよ。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  集団を形成するいうんか、自治体を例えば形成する場合には、

一定のこの人口がどうしても必要なわけですね。 

福島の浪江町のことが先日出ました。 

人口が減っていってですね、何が困ったかいうと、実はその水道の使用料が減りま

した。 

当然市民が減りますから、税金が減りますと。 

さまざまなものが実は収入が減ってきて、いわゆる独自の財源が減ってきてですね、

町がたちゆきにくいというようなことを報道されまして、全く行政サイドからするとそ

ういう話と思いますけれども、いわゆる総合計画を立てる中で、一つのポイントだけで

は物事が成り立たないことはわかると思いますけども、今ある教育とか、子育て、福祉、

医療さまざまな、産業、さまざまなことを網羅した中で、みんなが知恵を出してですね、

それぞれの中で、１人でも、私は基本的にはやっぱり働く場所をつくること一番大事な

んじゃないかというように思っております。 

働く場所があるからこそ、人がそこへ住んでくれるいうことで、現在の状況は、広

島市へ働きに行く、働く場所は呉市・広島市という、これはずっとここ７０年も８０年

の前から江田島市の人は、昔から広島市へ働きに行く、呉市へ働きに行くいうのが、一

般的なほとんどの場合はそういうことで、地場の産業はほとんど１次産業の農林水産い

うような産業しか育ってなかったいうことなんですけども、これからはあらゆる面でで

すね、まず医療とか福祉については、子育てとかについては、育てやすい、安心しとら

れるいうもんと、一方では産業とか建設とか中心にした産業を振興さすということが大

事なことなんで、それぞれの分野でですね、総力を出してですね、総合計画をたったと

きには取り組みたいというように思いますので、そのときには、私は議会の役割も非常

に大きな役割を担うことなるんじゃないかと思いますけれども、そういった基本的には

そういったことを考えて取り組んでいきたいと思います。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  ２分ずつでやらんにゃいけんけえねこれほんと簡潔にお願

いします。 

今の件ですけどね、やっぱり江田島から通ってくれりゃええんです要は、ここへ住

んでくれて。 
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それができるためはやっぱり安定的に船が運航してくれにゃ困るんです。 

まあ市長の持論とはちょっと私と違いますけどね、福祉政策としてのこの重要な施

策になぜできんのかいうて前にも言うたことがあるんですが、例えば、通学定期へなん

ぼか補助する問題とか、通院する人の補助をするとか、例えばですよ、通学をする人が

２人おったら、２人目は５，０００円補助してあげるとか、通院も１カ月に２へんも３

べんも広島の病院へ行かにゃいけん人には２回目からは例えば運賃の三分の一でも補助

してあげるとかすればですね、それは西能美の人が利用すれば江田島市の企業局に入る

し、東能美の人が利用すれば各民間の船会社に入るしですね、回り回って、また江田島

市に還元されるんじゃないかなとも思うんですよ。 

そういうことについてはね１分で答えてください。 

どうなんです。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  私はまず市内へ通院する通学する人の方が最優先じゃいうよ

うにきます。 

それはやはり市内に病院とかそういうもんがとか学校高校があるということは、そ

れがまず優先的にそこを守るべきで、さらにそれから外へ広島市・呉市へ出ていく方に

も、福祉の一環として、例えば、補助するという形になりますと、全体的な経費の、全

体的な歳出の中で、どの程度いるんか、する場合には完全にこれは平等にしないといけ

ませんので、どの航路にも、市民のだれにもそういったことをサービスをしなければい

けないということがありますので、いわゆる予算面とのことで、それと市全体の予算の

中のバランスとかそういったことの中で、そういったことは、もしかしたら実施が可能

になる時期が来るかもしれません。 

いまのとこはそれぐらいの答弁です。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  最後になりますが、交通協議会は、経営の論理最優先で進

められておりました。 

市民は形式論を求めているわけではありません。 

市民の声を聞くという一番重要なことが欠如されております。 

鷲部・江南・大柿・沖・三高を含め、西能美航路利用者の方々は、今のまま市営船

を継続してほしいとの望んでおります。 

やれることをやってこなかった企業局、行政には責任があります。 

まず、市民の協力を得ながら、やるべきことをすべてやり切る。 

西能美航路を利用者の方々の圧倒的な多数の意見は、この１年間市営船改善策をや

れることはすべてやって、改めて結論を出すことを望んでおります。 

行政と市民の信頼回復をすべきで、そのことがこれからの協働のまちづくりの大き

な力となると思うし、将来に禍根を残さないためにも、１年間の経営努力を求めます。 

市長最後に１分間でよろしくお願いします。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  先ほど言いましたように、我々はですね、市全体の交通船に、
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交通船だけじゃなしにバスもそうです。 

バスもそうですけども、それをたえずいつも念頭に置いております。 

それと秋月も航路が廃止すると言ったときには補助金を出しまして、社会実験をし

ました。 

芸備商船がですね、遅くまで、三高地区の方が遅くまで走らせてほしいというたと

きには、社会実験でやはり補助金を出して、夜遅く走らせました。 

今までの経過の中では、市民の皆さんの声を聞いてですね、意見を組み入れてさま

ざまな実験をやってきております。 

市営船についてもそうなんですよ。 

さまざまな議会の皆さんの意見とか、市民の皆さんの意見とか、さまざまな意見を

くみ上げてきとるのがそうなんです。 

議員さんは言います、今、言われますけれども、なぜ船の便を減さないとか、土日

をなぜ間引かんのかとかという話をしますけど、今までそういう声がありましたか。 

はっきりとそんなことはいっこもないですよ。 

市が明確にこのままでは、もう民間企業では財政的には破綻しとんですよもう、倒

産しとるんですよ市の企業局は。 

そういった状況になって初めてそういった声も出てきて、それを我々はしんしゃく

してさまざまなことを、周りの状況いろんなさまざまなとこを考えながらも、もうこの

ままでは民間企業に対するいわゆる一種の圧迫いうんですか、民間企業を今のまま我々

が、たくさんの一般財源を投入しながら、航路を維持することについて、市民の皆さん

の理解がもう得られんのんじゃないかと、これがぎりぎりじゃないかということで、交

通協議会で、こういったことについて、さまざまな人の意見をいうんですか、委員会の

中のいろんな立場の、いろいろな職業の人がおりますから、いわゆる、そういった人の

意見を聞いてですね、これから先をどう進めようかいうことをしとるわけで、決して、

市が勝手にものごとしとるわけじゃないんで、大まかに言えば、市民の皆さんのさまざ

まな声を聞いてしてきたことが今日にきとるいう私はそうように思っております。 

○議長（山根啓志君）  １０番 片平議員。 

○１０番（片平 司君）  介護保険法については時間がありませんので次回に回しま

すので、よろしくお願いします。 

以上で終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（山根啓志君）  以上で、１０番 片平議員の一般質問を終わります。 

○議長（山根啓志君）  暫時休憩いたします。 

１１時１５分まで休憩いたします。 

（休憩 １１時０４分） 

（再開 １１時１５分） 

○議長（山根啓志君）  休憩を解いて、会議を再開いたします。 

１３番 登地靖徳議員。 

○１３番（登地靖徳君）  二番手で、質問の内容と雰囲気を変えて、２点ほど質問を
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さしていただきます。 

まず１点でございますが、大屋地区工業団地・石油コンビナート等の迂回路建設に

ついて（仮称）が大矢岬横断道路建設、こういうタイトルでございます。 

大屋地区工業団地・石油コンビナートの各企業は、現在活況を呈しております。 

工場の拡張傾向にありまして、このことは、この地区への雇用環境の好転が起きて

おるということになります。 

同時に、重厚長大型の企業群ゆえに、危険性もまた増大してきております。 

特に大屋地区工業団地・石油コンビナートの側面に市道がありまして、一般車両が

頻繁に通行する実態に直面し、万一のことを考慮しまして、事故・災害・危険からの回

避策を早急に検討すべきであると考えます。 

鹿川側の石油コンビナートに面した市道は、急カーブとなっており、過去に交通事

故が何件も発生しておりまして、大変に危険であります。 

また、多くの石油タンクの側に一般市道が接地しておりまして、このタンク群にだ

れもが近づくことができることは、簡単にテロ行為ができることでもあります。 

さらに、沖美町側の能美金属工業団地では、市道の上に大型のクレーンも設置され

ておりまして、ここに大型金属の加工品の荷役作業がされており、大変危険であります。 

そして昨日は３月１１日ということで、東北の大震災の３年目ということにもあた

りますが、こうしたことで、近ごろ地震、津波の発生が、現実味を帯びておるのも、現

在、この地区でもしっかり考えなくてはいけない問題であると思います。 

このような各種の危険性回避の点から、さらには大屋地区工業団地、石油コンビナ

ート等は、江田島市の中でも産業振興の重点地区でもあり、この地区の産業育成策とし

て、市道の迂回路建設（仮称 大矢岬横断道路建設）は、大変重要な課題と考えます。 

後ほど、少し詳しく申し上げたいと思いますが、ここには関係企業が２３社、従業

員５００名がおります。 

関係者の皆さんが１日も、一日千秋の思いで、この道路の実現を願っておるところ

でございまして、市長さんの所見をお願いしたいところであります。 

２点目が、人口増加に向けての政策をお尋ねいたします。 

江田島市においても、人口の増加策、とりわけ定住に向けた取り組みがされている

ことは承知しているところでありますが、人口の減少が大変に著しいものと思われます。 

人口の増加に向けて政策についてどのように考えているか、この点もお願いいたし

ます。 

以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  まず初めの迂回道路建設についての御質問にお答えいたしま

す。 

市道鹿川岡大王線は、能美町鹿川から沖美町の岡大王を結ぶ一級市道であり、鹿川

ターミナルや能美金属工業団地へのアクセス道として、本市の産業振興支える重要な路

線となっております。 

しかし、現状は、大矢トンネルは断念狭小で大型車の通行が困難であり、また議員
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御指摘のとおり、安全性の視点からはその改善が長年の懸案でもありました。 

市道の通行者や市民の危険性回避のためには、鹿川ターミナルから工業団地までの

区間を迂回して、鹿川から岡大王を結ぶ新たな道路の建設が適当と考えておりますけれ

ども、その場合、膨大な事業費を要すること、長期の工期がかかること、また、建設後

の現道の取り扱いや、その区間の海岸保全施設の管理など、多くの課題があり、その課

題解決のため、まずは、関係機関との話し合いが必要であろうかというように考えてお

ります。 

次に、人口増加に向けての施策についての御質問にお答えいたします。 

人口増加に向けた取り組みとしましては、これまでも定住の促進に取り組んできた

ところであり、お試し暮らしや空き家バンク制度を利用して、平成２０年度からの５年

間で１０５所帯、２２５名が転入されております。 

しかしながら、合併時に３万人を超えた人口は２万６，０００人まで減少し、国立

社会保障・人口問題研究所の推計によれば、江田島市の人口は西暦２０２０年には２万

３，０００人、２０２５年には２万人を切ると予想されております。 

こうした状況を踏まえ、第２次総合計画の基本構想では、人口減少に歯止めをかけ

ることを本市の最大の課題ととらえ、平成３６年度末の目標人口を２万３，０００人と

しております。 

このためには、市外への若者の転出を少しでも抑え、若い人たちに暮らしと子育て

の場として江田島市を選んでもらえるようにしていくことが重要であります。引き続き、

定住促進策に加え、産業振興による就業の場の確保や生活環境の整備、教育・子育て環

境の充実、交通ネットワークの強化などの施策についても、総合的に推進してまいりた

いというように考えております。 

以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  １３番 登地議員。 

○１３番（登地靖徳君）  横断道路の件に関しましては、市長さんも前向きに考えて

くれておられるようでありますので、大変喜んでおるところでございますが、この件に

関しましては、特にですね、震災等をしっかり考慮していただきたいと思うんです。 

能美金属工業団地には９社の会社が営業しておりまして、従業員が約２００名、団

地の外、これはですね老健施設とか、そのほかの製造業が４社で、約８０名。 

それから、こんどは農業関係でございますが、あそこに南農業団地というて大きな

農業団地があるんですが、企業化している農業経営者は８社で約７０名おります。 

鹿川地区では、石油タンクの三菱ターミナルと、そのほか２社、合計１５０名。 

これで、企業の数が２３社、従業員が５００名ということでございます。 

それで、きのうもテレビがしっかりと東北地震のことを言っておりましたが、この

能美金属工業団地の向きに問題があるんですね。 

真南に向いとるんです。 

正面の南に向けて、地震・津波来たら、それをは真正面に受けるような位置にある

のが、この地形でございまして、その威力は大変なことが想定できるわけでございます。 

それらの津波に対する今まで考えがありませんでしたので、これに対する防御いう
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ものが、全然なかったんじゃないかと考えるわけでございます。 

きのうのテレビなんかで見てみますと、やはり広島の議会でもしっかり議員が全員

集まって、講師の先生集めて地震対策・津波対策されてる場面がありましたが、我々も

しっかりこの件に関しては取り上げていかなくちゃいけないと思うんです。 

特に、豊後水道、伊予灘の方から、南海地震いうのは、太平洋の方だと思うんです

が、あれから豊後水道通って伊予灘を通る、そうして来ますとですね、松山、伊予灘あ

るいはこの豊後水道を経由した津波は、周防大島からまっすぐこの能美島にやってくる

わけでございます。 

それで、それがですね地形的に大柿町深江と大黒神島の間を通って、その津波の大

きな波がこの団地にやってくることが、もう絶対的になるんじゃないかと思いまして、

その狭い通路を通ることは、その津波の大きさ、高さがひどう大きくなるので、これが

まともに受けたら、あそこらあたりは大変なことになることが、想定できますね。 

いわゆる壊滅的な被害を受けるんじゃないかということになります。 

災害は忘れたころにやってくると言われておりますが、こうように頻繁にテレビ・

新聞でも取り上げていることは、しっかりとこれに我々は対応していかなくてはならな

いと思いまして、転ばぬ先のつえということもありますので、江田島市の重要事業とし

て取り上げていただきたいと思いますので、もう一度市長さん、この決意いいますか熱

意をお願いしたいと思いますが、よろしくお願いします。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  確かに能美の工業団地は、市内では多分１番の売上いうんで

すか、出荷額ではないかと思いますけれども、ただあっこだけではなしに、すぐ隣の、

例えば鹿川地区は、ああいう受けた形になっておりまして、災害のことを考えると、例

えば工業団地だけとかいうことではなし、市内全域の防災について考える中での一つと

して、工業団地をどうように守るんかとか、例えば、莫大なオイルを貯蔵しております

鹿川のオイルターミナルの問題をどうするかということの中での取り組みとなります。 

その中で、議員さんは、確かに中を、タンクの中を一般市道が走っとると、一般車

両が自由に行き来できるいうのは、これは今に始まったことではなしに、旧能美町時代

からも随分、議論されて取り組みを行われたようですけれども、結論に至ってないと、

そのまま今日まで来とるいうことなんで、やはりこういった東日本大震災が起きたこと

に対し、それを契機として、やはり、また考えてみるということは大事なことではない

かと思います。 

確かに、災害のことを考えますと、あの中へ一般車両が通れるというのは非常に危

険なと言われれば、確かにそういったことがありますので、このことについては、真剣

に考える必要があるんじゃないかというように思います。 

ただ、あっこをいわゆる通行止めにしますと、市道が行きどまりの市道になります

ので、今まであっこを通とった人が工業団地へ行く場合には、少し才越を越えて向こう

をまわりますと、少し遠回りになりますので、それに対する迂回路として、議員さんは、

あの山を越えて越える道をつくったらどうかという御提案でございますので、先ほど答

弁しましたように、非常にさまざまな重たいいうんですか、もし仮にかかると、非常に
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長期間、しかも、道路も大分長い延長になりますので、膨大な費用もかかりますので、

またそれが、それだけ膨大な費用と時間をかけてですね、それが迂回路つくるだけの、

今の言葉で言いますと、費用対効果があるのかということのさまざまな課題があります

ので、そういったことを全体をトータルで、よく考えた上でのものの進め方になるんじ

ゃないかと思います。 

非常に重要な課題の一つというように考えておりますので、取り組める場所から取

り組んでみたいというように思います。 

○議長（山根啓志君）  １３番 登地議員。 

○１３番（登地靖徳君）  防災いうのは、費用対効果だけで物を考えられないとこが

あると思うんです。 

市長さん先ほど答弁の中にもおっしゃっておりましたが、いわゆる能美の石油タン

クですね、三菱のああいうタンクの中を一般車両が通る道路いうのは、日本全国でも珍

しいじゃないか思います。 

たまたま今までテロとか災害がなかったからよかったわけでございますが、ずっと

戦後はですね、私の小さいごろはあのほうまで遊びに行きよったんですが、タンクが小

さかったよね、２，０００トンとか４，０００トンぐらいの容量のタンクがちょこっと

あったんですが、今大型化になりまして、どうも１０万トンか８万トンぐらい入るよう

な大きなタンクになっとるんじゃと思うんです。 

ほんと近くへ行ったらものすごくそびえ立ってですね、万一悪い人が出てきて、ダ

イナマイトかなんかテロ行為するとしたら、大変なことになると思うんで、これはです

ね、やはり費用対効果もさることながら、やはり国の方にもお願いしてですね、やはり

予算をいただくようにして、あの方に迂回路の建設をしていただくように取り組んでい

ただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

それから、２点目でございますが、人口増加に向けての政策につきまして、今江田

島市で検討されております重要事項、先ほども一般質問の中に出てまいりましたが、船

とかバス等の交通問題、庁舎問題があります。 

さらに、多岐にわたる課題・問題はですね、人口の減少が原因と考える点が多々あ

ります。 

さきの中国新聞の記事にも、あらゆる施策は人口問題に関係すると書かれておりま

して、私も全く同感であると考えるところであります。 

私ごとになりますが、私は３０数年間、江田島市の商工業者とともに歩んできまし

た。 

その商工業者の人たちが、今どんなんか、皆さんもお分かりだと思うんですが、大

変意気消沈しておるんです。 

いうのは、いわゆる経営がふるわない、売り上げが伸びない。 

こうした点から、経営者の顔に出てくる面が多々あります。 

廃業したり、倒産した経営者もたくさんおります。 

こういうことをみますと私も、大変今でかかわってきた方々が、そういう状況にお
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かれるいうことは大変つらい思いとして胸が痛むところでございます。 

それからもう１点ですね、人口問題、人口が減少する、２万になるから２万人を２

万３，０００でとめる、そういう方法、どういうんですが、考えなんですが、その人口

が減少することが、市長さんはじめの中にも言っておられましたが、市の財政とかいう

もん以外にですね、すべてのこの地域の人たちの生活に関係する影響するいうんが多々

あるんですね。 

今言った商工業者もしかりなんです。 

皆さん方は、こういう表現でならおわかりかと思うんですが、お医者さんなればお

金と名誉は困らんと思われておる方も多いんだないかと思うんですが今、江田島市の中

で、看板に病院とつくお医者と○○医院という名前のお医者さん２種類、２種類いう表

現いいか悪いかよくわかりませんが、そういう看板があるんです。 

で、病院とつく方は内容はそこそこいいんじゃないかと思いますが、医院の先生方

は、大変足元で揺れておるんです。 

これはどういうことかいうと、人口減少によりまして、自分とこへ来る患者さんが

減るから、将来どうなるんじゃろうか、そういう危惧があるから、その足元がふらふら

して、どんなもんじゃないか、そういう状態におられる先生を私も何人か存じておりま

すので、やはり人口問題は考えてとしてですね、理想とする江田島市の将来設計を考え

ることはできないではないかと思います。 

それで私は議員さん皆さんとですね、先般、和歌山県那智勝浦町の色川地区を視察

に行きました。 

この地区は、人口は２１７世帯で３９８人、高齢化率が４６％、その中で、移住し

てこられた人口が６９世帯、１６６名で、人口の４割を占めておるような地区でござい

ます。 

それで、昭和３０年にこの地区にじゃあ何人おったかいうたら最大で３，０００人

ぐらいの方がいらっしゃっておって、それが現在３９８名までへってきた。 

その埋め合わせを移住してこられた人で補うとるようなのがこの地区なんです。 

それで平成３年人口がですね、６００人を割り込むこととなり、より強力に地域の

活性化を図る必要があるとして、色川地域推進委員会の設立いたしまして、新規定住者

や就農希望者の受け入れを組織化したと言われております。 

それで町は、国とか県とか町独自の資金を活用しまして、各種事業で、この色川地

区に手を入れております。 

例えば、新規定住者のための住宅、就農希望者のための農地のあっせん、収穫した

農産物の加工場や販売所、移住者のための働き場所、まだほかにもありますが、主なと

ころはそこらあたりでございます。 

そしてもう１点ですね、新規事業みたいなことでございますが、地域おこし協力隊

員を設置してですね、集落の課題や地域おこしに取り組んでおるわけでございまして、

江田島市においても、これは大いに参考になると思いますので、この地域おこし協力隊

員の設置をお願いするところでございます。 

それから、今度は自分の住んでる沖地区のことをちょっと申し上げて申し訳ないん
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ですが、色川地区とよく似ておるので、私もこのあいだ視察に行きまして、本当に身に

しみるいうか、ぐっと胸にしみるものがいっぱいありました参考になりました。 

沖地区はですね、今住民が１，３００人おります。 

高齢化率は色川地区より高いんです５５％。 

もっとびっくりするのはですね、６１歳以上になると６３％。 

ほとんど人が６０過ぎた方ばっかりいうような地区なんです。 

これが１０年後にはどうなるんかと想像しますと、本当私は背骨がね、大変なこと

になりそうなとこなんです。 

では沖地区はですね、昔は昭和２２年ごろは約６，０００人ぐらいおりまして、小

学校の児童もですね、７２９人おったんです。 

そんなにマンモス校じゃったのが、今では、保育所も小学校も中学校ない、本当に

年寄りだけの地域になったようなことで、色川地区を話を聞きますと、私も本当にこれ

はありがたい参考になったと思うて帰ってきたんです。 

そういうことがありまして、私も平成２３年度からですね、移住者の受け入れに本

気で取り組んできました。 

江田島市の定住促進室や、その他関係者の力添えもありまして、２３年から２４年、

２５年、３年間、どういうことになったか、ちょっと披露させていただきますが、２２

所帯の方が移住してきております。 

それで、２２所帯で合計７６名です。 

この方が新住民として、このうちの地区にきております。 

いうことは、空き家も約２２軒うまったということになります。 

それでその中で、特筆することがですね、普通定年組みが移住と考えるんですが、

いろいろ調べていましたら、定年組は２２組の中で４組、１８組は若い世代の人が来て

くださいましたですね。 

その中には、保育所を中心とする子どもさんが２７人おります。 

年末に鹿川保育所へ行ったんですが、園長さんが、まあ沖から近ごろ園児がいっぱ

い来るんですいうて、どんなんですかいうたら、定員が６０名のところへ七十何名にな

りまして、江田島市の保育所の中で１番多い保育所になりまして、ああそれはいいこと

ですね、ような話で。 

先般も卒業式に行ったら、鹿川の小学校の校長先生がことしは入学児童が多いんで

すいうて笑顔でほかの先生と話しておられましてですね、教育にも、けっこういい影響

してるんかないうことを感じたわけでございまして、それで、今ですね、我々で取り組

めない問題があるんです。 

それはどういうことかと申しますと、この移住してこられた子どもさん、そして、

お母さん方のですね、アフターケアがいるんじゃないかと思うんです。 

そこそこグループ活動しておるんですが、その船に乗る人、乗らない人、乗れない

人いうのは、グループになりまして、どうも子育て支援センターの新庄さんに来てもら

ってですね、この人たちの今後の対応をどうしたらええか教えてもらえばありがたいよ

うな気持ちなんです。 
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いうことで、この点もですね、一つお願いしたいと思います。 

それから定住者の増進と産業振興策、定住、ただ単純に来い来い言ってもなかなか

来てもらえないで、産業の振興ものとセットしたら、案外みやすく取込めるじゃないか

と思いまして、特に、江田島市も、市長さんが陣頭指揮とってオリーブ栽培をされてお

りまして、私も賛同しておりまして、この大柿町の深江地区と沖地区は日照時間が非常

に長く日当たりもいいので、ここらをやっぱり産地化する方向で考えるのも一つの方法

じゃないかと思います。 

沖地区に是長にはですね、４０年前から放置された農地が約５０ヘクあるんです。 

山林も含めてですね、この所有が江田島市なんです。 

私有地じゃなくて。この地域の活用がされたら非常によろしいんじゃないかと思う

んです。 

オリーブはイメージも大変よろしゅうありまして、これをしっかり取り組んでいっ

て、そこに入植というか、来られた方が１次産業、２次産業、３次産業、６次産業に結

びつける、あるいはそれを観光に持ってく、あるいはオリーブをセットして、そのサー

ビス産業いうものが可能じゃないかと思います。 

それできのうもテレビ見て、また思いついたことがあるんですね。 

東北の方にですね、市長さん、深江がまだどれだけ空き地があるんかわかりません

が、沖とこの土地を移住してこられる方には、提供できるような話し合いができるんか

なあ思うんです。 

いうのは、先般船をですね、フェリーを貸して、非常に皆さん喜んでおって、我々

もいいことをしてあげたなあ思うんです。 

この方たちが、広島にですね、約５００人きとるそうです。 

震災以降。 

だから５００名の方で四十何％はもうここに広島に定住したい。 

で、７％ぐらいの人は、もうあっちには帰りたくない。 

あとの方が、どうしたらええかいうて迷うておられるようなんで、無理やり島に引

っ張り込むいうのも無理があるんですが、一応その県人会とか、あっちの県庁とかある

と思うんで、そこらとも話し合いをされてですね、そういう江田島市の空き地に、こら

れたらこういう方法で来ていただくことができますよいうことに取り組んでいただいた

らですね、江田島市も良くなるし、そう被災者の方にも喜んでいただける、その両方に

特典が出てくるんじゃないかと思いますので、この点よろしくお願いしたいと思います。 

市長さん一言コメントをよろしくお願いします。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  たくさん言われたので、ちょっと全部答えれるかどうかわか

りませんけれども、非常に沖地区の高齢化率とか人数とか言われたわけなんですけれど

も、非常には沖地区に限っては地元の方の危機感、いわゆる危機感いうんですか、そう

いったものが非常に強くてですね、なんとかやっぱり地域の方が、どうにか行政だけを

頼っとったんじゃどうもならんと、自分らでどうにかしようというようないわゆる危機

感が非常に強くてですね、そういったことが具体的に議員さんも含めていろんな方が動
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くいうんですか、地域で動くん中で、そういった特に顕著なのが若い子どもさんが小さ

い子どもさんがおる方が、これは、ＩターンかＪターンかＵターンかわかりませんけれ

ども、そういった方がふえてきとるという御報告いうんですか、大変うれしい話で、そ

のことが、保育所とか学校へも、いい影響を与えているということで、そういった方の、

親に対するいわゆる支援いうんですか、そういったものが必要じゃないかというお話も

一つあった思うんですが、それは、現在市では江南にあります子育て支援センターがで

すね、そういうよそから来られた方の親御さんを孤立化させないと、子育ての相談にの

るということで、子育て支援センターがあってですね、あそこがこういったことを取り

扱っとるんでですね、非常に子育て支援センターについては、いろいろありがたいんで

すよという話も聞いておりますので、これをですね、さらに、充実してですね、もしあ

っこが手狭になれば、場合によっては市内へですね、もう１か所ぐらい子育て支援のた

めの、そういったセンターもつくるぐらいのですね、気持ちでですね、子どもがふえれ

ば、私はもう１か所どっか、そういった子育てのための、特に親御さんに対する支援い

うものをですね、ふやしてもいいんじゃないかと思いますので、これはみんなで、とに

かく若い人をですね、来てもらうための努力をする必要があるんじゃないかと思います。 

それと、市有地の非常に広い土地が遊んどるんで、それを活用するんがいいんじゃ

ないかという御提案があった思うんですけども、もちろん遊んどる土地ですので、有効

に利用できるという計画があればですね、積極的にそれは取り組んでいきたいと思いま

す。 

ただ、どういいますか、非常にこう具体性な具体的な計画とか、そういったものが

出てくれば、市としても、それに対して取り組んでいけるわけなんですけれども、ただ、

こうなるといいねとか、ああなるといいねという程度の段階の話ではなかなか市も、金

がかかる話なんで、人間が動けば金かかる、何かすれば金を出して調べんにゃいけんと

いうことがありますので、やっぱりその内容につきまして、例えば提案があるとか、お

話しがあったということに対しての、ある程度具体性があれば、金を投入してでも、そ

れの提案された方と共同で物事を進めていくいうことは、当然しなければいけないんで、

沖地区のですね、そういった山林・農地・市が持っとる市有地についてですね、具体的

に提案があれば、一緒になって、何とか実現できればというように思っております。 

それから、きのうテレビを見とって思いついたんだという話がありましたけれども、

被災地の方から、全国各地へ避難されとる方の中で、確かに、もともと農業をやっとっ

たと。 

酪農とかハウスでイチゴを作っとったいう方はですね、非常に技術とか経験を持っ

ておりますので、土地があれば、そういったことを被災地から避難した土地で農業した

いという方が、確におられます。 

そういった方が、もし、登地議員さんが言われるのは、それをつくって準備しとっ

たらどうかということじゃろうと思いますけれども、行政としてですね、あらかじめ金

をかけて、それを準備して待っとくいうのも、非常に簡単にはいかない話なんで、皆さ

んに例えば議会の理解を、だれが来るかわからんとこへ農地を整備して、金かけて整備

して、はいどうぞという、だれか来る人おりませんか、手をあげてくださいいうのも、
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やはり時間の問題とか、お金の問題とか、議会とか市民の皆さんの理解をいただかない

とですね、なかなか簡単にはできないんですが、一つのアイデアとしては、できればそ

れは悪いことじゃないんで、もしそういうことのどっかが話があればですね、取り組み

いう必要があるというように思います。 

○議長（山根啓志君）  １３番 登地議員。 

○１３番（登地靖徳君）  先ほどから申し上げましたように、市長さんの施政方針の

中にも人口増大いうことがしっかり前に出ておられますので、やはりここは、大胆な決

断と実行がいるんじゃないかと思います。 

そういうことで産業部長さんもおられますが、一つにいい設計図をですね、ちょっ

と仕上げていただければいいと思いますが、一言何か部長さん、沼田さん。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  私の立場から、産業振興と言う立場のことだろうと思い

ます。 

人口増については、やはり雇用の場とかいうのが１番ひとつに考えんにゃいけこと

だと思います。 

産業部の方で、先般も、議案に出しましたように、企業立地奨励金も拡充いたしま

したし、いろんな、産業部ではオリーブ振興等も図っております。 

これらをですね、企業のお力を借りながら、雇用の場も確保していかなければいけ

ないというふうな形で、市単独ではなしですね、民間企業、大きな企業の力をお借りし

ながらですね、今後、産業の振興の方に力を入れてまいりたいと思います。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １３番 登地議員。 

○１３番（登地靖徳君）  最後になりますが、昔はですね、戦後、若い方もおられま

すが、我々は戦後のこともわかっておりますので、人口をその田舎の地区がどう吸収し

ていたかいうのを考えたらよくわかるんですが、まずは農業、漁業、これが、中心にな

りました。 

それで島では、海運業、石材業、そういうもので、そして、そういう人口があるか

ら、店屋さんも栄えて、商業にも親子３代いうような大家族でお店を経営しとったわけ

で、ここの農業・漁業・海運業、それから商工業で、多くの人間を育て吸収しておりま

した。 

ところが、この４点がほとんどだめになった。 

これは江田島市に限らず、日本全国の地方にはそういう共通点が多いんだけど、や

はり私はですね、もう一遍、こう行き詰ったときには、新しい工場は来てくれいうても、

なかなかきてくださいません。 

こういう場所をつくれいうても、そういう企業はなかなか出てきませんので、私は

農業、漁業、第１次産業をもう一遍ここからですね、手直しいうか考えていく方法もあ

るんじゃないか。 

そのことによって、いろいろな人が、またこちらに住んでもらえるじゃないかと思

いまして、１次産業もですね、しっかり検討を、話がきたら乗るもいいけど、我々も、
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沼田さんあなたのほう、みんなもですね、しっかりどうやったら一番１次産業がよくな

るかいうことをですね、考えてもらって、人口増へつなげてもらいたいと、もらいます。 

以上、お願いばっかりになりましたが、質問を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、１３番 登地議員の一般質問を終わります。 

○議長（山根啓志君）  暫時休憩いたします。 

午後１時まで休憩いたします。 

（休憩 １１時５５分） 

（再開 １３時００分） 

○議長（山根啓志君）  休憩を解いて会議を再開いたします。 

１１番 胡子雅信議員。 

○１１番（胡子雅信君）  皆さんこんにちは。 

定例会も３日、午後いちの質問となりました。 

１１番議員、通告に従いまして、これからの１０年に向けてと題して、４項目につ

いて質問をいたします。 

平成１６年１１月１日に江能４町が合併して発足しました江田島市は、ことしで１

０周年を迎えようとしております。 

本定例会で上程された平成２６年度予算案は、田中市長の再任後２回目の予算であ

るとともに、市政１０年目の節目の年の予算となります。 

さかのぼれば、平成１８年３月定例会で、自然との共生、都市との交流による海生

交流都市えたじまと題して、江田島市総合計画の基本構想が議決され、平成１８年度に

基本計画が策定されました。 

策定されたのは、平成１８年度末、平成１９年の３月ですが、経過期間は平成１７

年度から平成２６年度までの１０カ年度ということであります。 

基本計画に基づいた実施計画は、いよいよ４月から始まる平成２６年度が最終年度

となりました。 

先日、議決されました第２次江田島市総合計画の基本構想では、１０年後の目指す

べき姿として、交流と協働でつくり出す恵み多き島江田島を打ち出しており、来年度に

おいて、次の１０年に向けた基本計画、実施計画の策定を進めることになります。 

そこで、これからの１０年に向けてと題して、次の４項目について質問いたします。 

まず初めに、１項目としまして、平成２０年、平成２２年と第１次江田島市総合計

画の実施計画を議会において説明しておりますが、こちらの今の先ほどの平成２０年と

いうのはですね、平成２０年３月、いわゆる３月定例会で、平成２０年度から平成２２

年度の３カ年の実施計画を説明されております。 

また、平成２２年というのは、平成２２年８月２０日の全員協議会におきまして、

平成２２年度から平成２６年度の５カ年の実施計画について議会に説明しているとこで

あります。 

今現在、既に認定された平成２４年度決算までの検証・成果報告を、いつまでに、

これ議会及び市民に対して、行うのか、お伺いいたします。 

続きまして、第２項目ですが、本市でも、ことし８月までに地域全体で光回線サー
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ビスが利用可能になり、情報インフラの整備が拡充されます。 

また、パソコンなどの事務機器の進化により、行政の仕事のやり方も今後大きく変

わっていくことが予測されます。 

全国的に、地方自治体でもタブレット端末などの利用により、ペーパーレス化が進

めていることはご存じのとおりであります。 

議会も含む会議等のペーパーレス化についてどう考えているのかお伺いいたします。 

次に、３項目目は、来年度予算案で大柿高校活性化事業を拡充するということを提

案されておりますが、大柿高校の存続に向けて、市として広島県教育委員会への働きか

けをどう取り組むのかということでございます。 

これに関しまして、先月の２月２６日には、広島県教育委員会会議において、今後

の県立高等学校のあり方にかかわる基本計画が決定されております。 

この計画は、平成２６年度から平成３５年度までを計画期間として、全県的な視野

に立った今後の県立高等学校のあり方についての基本方針を示しております。 

この中で、大柿高校のような１学年１学級規模の学校に対する取り組みについて、

次の方向性を示しております。 

まず、学校関係者、学校が所在する市町及び市町教育委員会等で構成する学校活性

化地域協議会、これは仮称でございます、を設置し、活性化策を検討する。 

３年間、市町と連携しながら活性化を実施し、全校生徒数が毎年度、在籍８０人以

上の維持を目指す。すなわち１学年、１クラス４０人、3 学年で１２０人、これの三分

の二の定数定員これが８０です。８０以上を目指すと。 

また、活性化策の検討実施にかかわる３年間が経過した後、全校生徒数が２年連続

して在籍８０人未満の学校については、学校活性化地域協議会の意見を聞いた上で地理

的条件を考慮し、次の三つのいずれかに決定するとうたってあります。 

まず一つ目が、近隣の県立高校のキャンパス校、すなわち分校化ということであり

ます。 

次に、地元中学校と緊密な連携による一体的な学校経営、具体的には、中学校・高

等学校の教員が相互に兼務し、６年の一貫した教育課程、合同行事、合同部活動を行い、

活力ある教育活動を展開する、いわゆる中高学年構想というものでございます。 

そして三つ目が、統廃合となります。 

ただし、例えば、今、大柿高校はありますけども、これ今県立でございますが、仮

に江田島市立高等学校などの公立学校としての存続を含む統廃合と。 

この三つを県教委が、この基本計画で示されておりますが、江田島市としては今後

どのように取り組むのか、お伺いいたします。 

最後に、４項目目ですが、第３０次地方制度調査会の答申を受けて、国が地方中枢

拠点都市制度等の仕組みづくりを本格化しております。 

人口２０万人以上の拠点都市を中心とした連携という枠組みでありますが、江田島

市の近隣では、政令指定都市の広島市と呉市がその候補都市として該当しますが、今後、

江田島市としては、どのように対応するのか、考えをお伺いいたします。 

以上、これからの１０年向けての４項目について答弁をお願いいたします。 
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○議長（山根啓志君）  答弁を許します。 

田中市長。 

○市長（田中達美君）  まず１点目の現総合計画の実施計画の検証と成果報告につい

ての御質問でございますが、第２次総合計画については、来年度、基本計画・実施計画

の検討・策定に入る予定でございます。 

検討のための基礎資料として、これまでの実施計画の執行状況等については当然の

こととして、整理する必要があると考えております。 

現在、次回の総合計画審議会に向けて作業を進めており、結果については全員協議

会等で報告をさせていただきたいというように思っております。 

次に、２点目の会議等のペーパーレス化についての御質問でございますが、市議会

やさまざまな会場の場に、タブレット端末を導入し、ペーパーレス化を進めている自治

体があることは承知しております。 

タブレット端末には、このほかにも、資料の検索性の向上や、動画が活用できるな

どの利点があり、効率的な会議の運営が可能になると言われております。 

しかしながら、導入については、会議形態や費用対効果、セキュリティー面なども

考慮したうえで総合的な判断する必要があり、他の自治体の事例も参考にしながら、今

後、調査・研究してまいりたいと考えております。 

次に、３点目の大柿高校の存続に向けた、市の県教委への働きかけにつきましては、

後ほど教育長が答弁いたします。 

それでは、最後４点目の地方中核拠点都市制度等の仕組みづくりについてお答えい

たします。 

国においては、第３０次地方制度調査会答申を踏まえ、地方拠点都市等を中心に自

治体間の柔軟な連携を可能とする地方自治法改正案を今国会に提出するとしております。 

本市にとっての地方中核拠点都市は、広島市及び呉市が想定されますが、両市とは、

これまでも広島広域都市圏協議会や呉地方拠点都市地域推進協議会などの枠組みを通し

て連携・協力を図ってきたところです。 

また、第２次総合計画の基本構想においても、両市を含めた周辺自治体との連携・

協力を発展させ、広域的な視点に立った施策を展開できる環境の整備に取り組むことと

しております。こうした国の動きは、本市の目指す方向に合致したものと考えておりま

す。 

国の動向も注視しながら、広島市・呉市との連携・協力関係をさらに発展させられ

るよう取り組んでまいりたいというように思います。 

以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  塚田教育長。 

○教育長（塚田秀也君）  大柿高校の存続に向けた、市の県教育委員会への働きかけ

についてのお尋ねでございます。 

市内唯一の高校である大柿高校について、市教育委員会といたしましては、ぜひと

も存続していただきたいと考えております。そのため、平成２２年度から、大柿高校活

性化事業を立ち上げ、補助金を交付し、大柿高校の活性化や魅力ある学校づくりのため
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に支援しているところでございます。 

こうした中、広島県教育委員会は、平成２６年２月２６日に、「今後の県立高等学校

のあり方に係る基本計画」を策定し、「１学年１学級規模の高等学校については、学校

関係者、市町、市町教育委員会などで構成する「学校活性化地域協議会」で活性化策を

検討・実施し、全校生徒数が８０人以上を目指す。」としております。 

また、「３年間が経過した後、全校生徒数が２年連続して在籍８０人未満となった学

校については、協議会の意見を聞いた上で、近隣のキャンパス校、統廃合などとす

る。」としております。 

大柿高校は、この１学年１学級規模に該当しますので、存続に向けた取り組みが急

務となっている状況でございます。 

そのため、来年度予算案において、大柿高校活性化事業を拡充し、大柿高校の生徒

に対し、通学支援のための路線バス定期代の２分の１を補助することとしております。 

今後、市教育委員会といたしましては、これまでの大柿高校活性化事業のさまざま

な取り組みを「学校活性化地域協議会」に情報発信し、この協議会を通して、活性化策

の現状や意見を県教育委員会で伝えてまいりたいと考えております。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  はい、四つの項目について、それぞれ一つずつ、再質問を

させていただきたいと思います。 

まず１点目の、第１次総合計画の実施計画、こちらについても検証・成果報告とい

うことであります。 

つい先般の、この２月定例会に入って、２５日にですね、１日目でしょうか。 

江田島市総合計画の取り組み状況というペーパーを全議員に配付していただきまし

た。 

確かにいろいろなこの１０年、今まだ９年ですけども、やってきたことが伺われま

すが、こちらの方、この前の構想案のときにも、市長にも申し上げたんですが、９年、

平均して１年間一般会計においても１２０億から１４０億のお金を９年間使ってるわけ

です。 

やっぱりどうしてもその地域によってはどういった、地域というか市民にとっては

ですね、どういったものにどういったお金がかかったのかというところが必要になって

くると思うんです。 

先ほどの申し上げました、先日配付していただいたその取り組み状況というのは、

まだ何年度に何をしました、何年度に何をしましたというところで、具体的な金額等が

ちょっと示されてないと。 

おそらく今後の１０年間の計画を立てる中においても、限られた予算の中で、でき

るものできないものを考えていかなくちゃいけないと。 

そういったところで、まず概要を今議会の方には示しいただいてますけども、どう

いった金額とか、そういったものがどのように使われたか、もしくは計画のところでや

っていかなくちゃいけないとこはどこまでできたかできてなかったか、そういったとこ

ろはいつに情報提供というか、いただけるのか、教えてください。 
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○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  実施計画の中にはですね、具体的な金額とかですね、ど

ういった事業をやるとかいう文言の部分には実施計画に載っております。 

今ですね、その実施計画を再検証をいたしまして、実際どれだけのお金を使ったと

かですね、どういった効果があったとか、いうぶんの今の検証をいたしております。 

先ほど市長から答弁させていただきましたように、今その作業を進めておりまして、

その作業が済みましてものができましたら、審議会のほうに諮らさせていただいて、そ

このとこで一応いろいろ御議論いただきながら、それを資料を基にまた全員協議会の方

でも説明をさせていただきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  今の総務部長のお話ですけども、やはりその２６年度のこ

の１年間をかけて基本計画及び実施計画を作成されるということは、その２６年度の中

でその過去年度のこともですね、振り返りは、情報はですね、早いほうほどいいんです

よ。 

例えば、平成２６年度４月になりました、その振りかえりが例えば１０月にできま

したですとですね、じゃあその１１月、１２月、１、２、３で、じゃあ次の計画を立て

るのかと、いうと審議会のメンバーも非常に判断しにくいというように考えるんですが、

その点総務部長いかがお考えですか。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  実施計画につきましては、毎年度、３年、５年、計画を、

期間を持ちまして、その期間の中で、どういった事業をやっていくかいうのを具体的な

事業を載せております。 

その検証を行いまして、その年度ごとの事業についてはこれ、こういった、これだ

けの事業費かかって、例えば福祉関係にはこれだけの事業費を盛り込んで、その内これ

だけの金額を使っていった、ほいで、それ効果としては、こういったことがありました

いうことは、年度ごとには整理をさせていただこうとは考えております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  確かに総務部長再度のとき私が質問の時に申し上げたよう

にですね、確かに平成２０年３月定例会でいただいた資料、これは実施計画ですよ、実

施計画ですから、要は検証はしていない、いわば計画書です。 

ね、こっちが平成２２年８月２０日にいただいた実施計画、これが２２年から２６

年度の計画です。 

これには確かに書いてます。 

２３年度は１４万９，０００円とかですね、数字は書いてるんです。 

もちろん、我々議会もですね、例えば平成２２年度のやった事業というのは、いわ

ゆる決算において、いろいろ主要施策ということで報告はいただいております。 

ただ、やはり年度年度では議論してますけども、やはり中長期的なですね、ところ
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のものの結果の検証というのがですね、やっぱり必要になってくると思うんですよ。 

そういった意味ではですね、今申し上げたように、やはり早急にですね、来年度基

本計画、実施計画いうとやっぱりある程度の予算を入れるわけですよね。 

ということであれば、やはり分野ごとにきめ細かくなくてもいいと思うんです。 

大きい枠組みの中で作っていただきたいと思うんですが、いかがですか。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  議員さんのおっしゃるとおりで、積み上げをやらせてい

ただいて、その全体の中で、第１次総合計画がどういった形のものになっていって、ど

ういったとこに課題があるかという部分につきましては、整理させていただこうと考え

ております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  わかりました。 

よろしくお願いいたします。 

それと先ほど金額の話をさしてもらったんですよ。 

いわゆる平成１６年からですね、今２５年度はまだ年度中です。 

２４年度までは要は決算終わってます。 

やはりどうしても市民の方々が気になるのは、今財政が厳しい江田島市といいなが

らも、年間、一般会計ベースで１００億を超えて、まあ百五、六十億までの予算の中で、

どういった税金がですね、江田島市に使われたかというところはですね、やはり気にな

るところなんですよ。 

例えば交通協議会のその方針が出た後の住民説明会でもですね、各町、各町ですね、

やっぱり市民の方々の反応・感情は違うんですよね。 

例えば、どこどこはもう既に下水道整備をしたのに、あそこはまだしてない、だか

ら、こっちはもう既に終わってるんだと言い方をされるところもありますし、でも実は

下水道工事終わってますけども、まだ借金は江田島市返してませんから。 

そういう意味では、まだまだ負というかですね、まあ借金が残っているというよう

な状況もあるんです。 

いってみれば、四つの町がいかに融合するかとなれば、やはり、どういうんですか

ね、市としてはこういう、どういうんですか、優先順位付けて、これだけのお金をこの

１０年間でこの事業には、この地域に幾ら使ったという程度のものですね、やはり誤解

がないようにですね、やっぱり知っていただくちゃいけないのかなと、要は行政だけ、

議会だけの情報じゃなくて、市民全体にもやっぱり理解していただかなくちゃいけない

と思うんですよ。 

そういう意味で、今私が申し上げていることはですね、どういうんでしょうか、そ

ういうふうな情報公開いうんですかね、行政の情報公開という部分でやっていただきた

いと思うんですが、その点いかがでしょうか。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  確かに議員おっしゃってのとおりですね、どういったと
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ころにどういった効果が出たとかですね、やはり情報の出し方にもいろいろ、出し方に

よってはいろんなどういうんですか、正しく伝わるか伝わらないいうような部分もあり

ますので、市民の皆様にそこらのとこ明確にわかるような形の方法でですね、資料提供

させていただきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  わかりました。 

それでは今のその総合計画、これから基本計画・実施計画を２６年度１年かけてつ

くられるということです。 

ちょっと気になるのが、今江田島市にも本当に行政の皆さんにも大変忙しい中でい

ろいろあると思うんですが、それぞれの分野のそれぞれの計画が策定されてますよね。 

例えば、過疎地域自立促進計画なんていうのも平成２７年度までの計画ですよ。 

緑の基本計画というのも３２年度までとかですね、いろんな計画があるんです。 

今回策定される、その総合計画というのは、言ってみれば江田島市の最上位の計画

なわけですね。 

ということは、今まで、今、いろんな分野でのいろんな計画があるんですけども、

それはすべて総合計画に基づかなくていけないということで、このそれぞれの計画書は、

同じように見直しされるという認識でよろしいでしょうか。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  まず基本構想が市の１番大きな根幹をなす構想でござい

ます。 

それに基本計画・実施計画がぶらさがってきまして、その計画の施策の実施の部分

がいろんな各部署の計画につながってきます。 

で、それぞれ計画年度がそれぞれ違っております。 

今回、実施計画を２６年度策定、最終的に策定しまして、２７年度から１０年計画

なってきますが、そこらの部分は、それぞれの計画の中で、見直ししていかしていただ

いて、実際、全部変えるとかいうときにはですね、その計画の範囲の中で変えていくん

ですが、大きくかい離があるようでしたら、それは、修正を加えていかないといけない

と考えております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  わかりました。 

それでは来年度で基本計画・総合計画が策定されます。 

作成された段階において、各計画が、その上位計画である総合計画に沿っているか

どうかを検証していただき、修正すべき点は修正していただくということで、これはお

願い申し上げます。 

続きまして、第２項目目のところなんですけども、いわゆる、行政とか会議とかの

ペーパーレス化です。 

市長の答弁のところでですね、やはり確かにタブレットを今、全国の自治体の方で
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活用されつつある状況の中で、やはり、当市においての会議であるとか、どういうんで

すかね、市役所の中での仕事においては、まだいろいろ研究していかなくちゃいけない

ところだと私も思っております。 

皆さんご存じとは思うんですけども、例えば、神奈川県の逗子市議会というのは、

すべてタブレットで議会をしている状況に今なりました。 

今お手元に皆さんいろいろ資料ありますけれども、私もきょうは一般質問のために、

こういった物を持ってます。 

また、予算説明書の時には、各担当課の方々もですね、同じようにこういった職員

の方がこういった物を持っていらっしゃると、議案書の例えば修正とか、資料の配布と

いうのもですね、各職員の方々本当に苦労されて、予算説明書も作られてて、修正があ

る場合はまた差し替えと、そういうな部分が見受けられると思います。 

我々議会としましても、やはり議案書のですね、差し替えとか、例えば訂正すると

ころはシールを貼ってねというとこもですね、なかなか難しいところも、難しいという

か、ちょっと間違うこともあるかと思うんですね。 

そういう意味じゃ議会としても、議会においては、やっぱりタブレット端末という

のも一つのこれから考えなくちゃいけない方向性かなと思っております。 

また、今この３月にはですね、市の例規集、例規集もこんな分厚い例規集をですね

３冊ほど頂戴しておりますが、これも年に１回の差し替えなんですよね。 

ということは、議会というのは、条例に基づいて議論しあう場所でもありますので、

やはりタイムリーな情報の例規集がないと困ると。 

で、先ほどのタブレットあれば、一つの本棚のようなことになってまして、それを

とっては見ていけると。 

そうすると議論の深度も深まるのかなというふうに思っております。 

ここで、今市のホームページ見てましたら、江田島市の暮らしのガイドブックとい

うのが今電子書籍化されているようでございます。 

この今動きありますよね、それは今後ほかの市のパンフレットとか、そういった物

にも順次利用していこうかなということを考えていらっしゃるのかどうか、そこらへん

をちょっと教えてください。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  議員今おっしゃってのとおり、ペーパーレス化について

は、市の方もやっぱり大きな課題となっております。 

今後、いろんな形の中で検討していって、実際にそのペーパーレス化で、事務の効

率化とか、そういったものが結果が出るようなものについては進めていきたいとは考え

ております。 

で、今の暮らしのガイドブックにつきましては、２パターンございまして、まず冊

子を作っております。 

冊子の元になるものはデータでございます。 

そのデータを元に今ホームページの方に掲載いたしております。 

市民の方に、なるべくならいろんな機会を利用さしていただいて、媒体とかですね、



- 168 - 

そういったものを利用させていただいて、広く皆さんにいろいろ情報提供していかない

ければいけないことがありますので、そういった今のペーパーレス化によって、市民の

皆さんに広げていかれるものがあるようでしたら、そこらとこは積極的に進めていきた

いと考えております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  そうですね、先ほどの暮らしのガイドブックというのは、

これをつくられた、株式会社サイネックスというのがつくられて、冊子でも全戸配布さ

れてますし、ホームページはこういったパソコンでもスマートフォンでも見れるという

ところなんですよね。 

思うんですけども、市の方もいろんなその例えば防災のマップとかですね、水害と

か、そういったものも全戸配布されてます。 

ただ、家にいろいろなそういったものがあったとしても、どこに何を置いているか

わからないというのが、市民の方々の大半はそうじゃないんかなというふうなきらいが

します。 

そしてまた、どういうんですかね、インターネットで確かに公開されているＰＤＦ

ですよね、それもやっぱりパソコンに入ってどこから入っていけばどこにたどり着くの

かっていうのはなかなかですね、私自身も結構苦労しているところもあるんです。 

例えば公共交通協議会の式次第であるとか、議会の議事録であるとかもですね、本

当にそのＰＤＦを見るまでに、ちょっと時間がかかると。 

となれば、例えばいろいろ研究していただければいいと思うんですけども、一つの

本棚みたいなシステムもあるはずなんですね、そこで暮らしの分だったら、ここにアク

セスすれば、もう本を読めるような形でできるようなところもあると思うんですよ。 

今まさしく申し上げたように、光回線がこの全地域配布されると、家庭内にもワイ

ファイというところをやって、今でもやってるとこもあると思うんですが、ワイファイ

機能によって、いろんな人が簡単に市の情報を見れるというような環境になるはずなん

です。 

そして、また今これは、これが聞きたいんですけども、この１月から安芸太田町で

すかね、要は、廿日市・江田島市・安芸太田町・北広島、そしてあと熊野町が入るんで

すよね今度。 

基幹系の業務のクラウドがスタート、江田島市が２７年度１１月からでしたですか

ね。 

このクラウドというのは、基幹系のデータのみ保管するというふうに私認識しとる

んですが、例えば、今のような市の皆様にお伝えできるような初歩的に使えるようなス

ペースっていうのは、制度設計されているもんなんですかね。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  今のところですね、基幹系の部門のものだけになってお

ります。 

はい。 
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○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  わかりました。 

私もいろいろまだ研究していきますし、市の方も今私が申し上げたですね、それぞ

れの暮らしのガイドブックとかいろんな市のご案内のＰＤＦファイル化したものがすぐ

取り出せるような検索機能できるような、本棚のような仕組みがあるんで、それ一度研

究してみてください。 

そうすると本当にですね、市民の皆さんがすぐ欲しい情報が手に入る環境になると

思いますんで、そこは研究、私も議会と行政含めて研究さしていただきたいなと思って

おります。 

それでは次に、３項目目ですね。 

大柿高校の存続に向けての県教委への働きかけということです。 

今私思うんですけども、確かに平成２２年から２４年、そして２５年度も活性化に

向けて江田島市が年間７０万円の予算計上し、中高の連携、いろいろその学校間の交流

とかで、予算計上してやってきたとこなんです。 

今教育長も今答弁されたですね、広島県教委が今方向性を出している学校のですね、

市町と学校関係者とのいわゆる仮称の協議会ありますよね、今ふと思ったんですが、じ

ゃあ２２年から２５年度のところはもう既に江田島市としては、金額面的なのじゃなく

ても、市の教育委員会も含めて、高校といろいろ協議をして活性化するためにも、もう

既にやってるっていう認識でよろしいんですよね。 

○議長（山根啓志君）  横手教育次長。 

○教育次長（横手重男君）  胡子議員さんが言われとおりですね、２２年度から高校

と連携しながらですね、活性化事業に取り組んでおります。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  県教委が３年間という期間を出したわけなんですが、それが

しかも来年度から３年いうことなんですが、教育とかそういうことを考えるとですね、

私は個人的には、３年間という時間はないに等しいいうように感じとるわけなんです。 

とても県が期待するような効果いうですか、そういったものは私は非常にこの３年

間じゃあ難しいと思うんです。 

事実江田島市もですね、来年度予算ではわずかな予算しか、大柿高校関連の予算は

組んでないわけなんで、年度の途中からでも、この協議会の協議の中でですね、例えば

市が予算化するようなことが出てくれば、私は年度途中でも補正を組んでですね、そう

いった事業に取り組むしかないというように思っとるんですけど、いずれにしても、３

年間いう期間はですね、私はそれでもうすべてを結論を出すというのは、私は非常に短

いというように感じておりますので、相当の覚悟でみんながですね、この協議会のメン

バーの選び方にもよるんですけど、相当の覚悟でやらんとですね、結果的には時間切れ

になったということになるんじゃないかというように実は心配しております。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  市長のおっしゃるとおり本当に３年間、要は最終的には５
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年後に８０人がなければ、三つのところに仕分けされるというところに今来ております。 

市長のおっしゃるとおり本当に時間がこれ３年間いうてもすごいすっすっと時間が

流れてきますんで、本当にそこまで県教委が求めている８０人の規模を、以上を確保で

きるとかとちょっと難しい、難しいというか、なかなかその手さぐりな状況で、あっと

いう間に時間が過ぎるのかなと。 

今私が申し上げたのが、もう既に２２年から２４年、そして２５年ですか、来年ま

たプラスの予算をつけて一定の補助をしておりますが、じゃあはたして今回新たに県教

委がつくってくださいという協議会で、どこまでのアイデアが出るのかなぁというとこ

ろなんですよね。 

そういう意味では、市長がおっしゃるように協議会のメンバー、これも本当にいろ

んなその今までのような協議会とか審議会のようなメンバーの選定ではなく、本当に江

田島市全体を挙げて高校を守るんだと、そういうふうなメンバー構成にしていただきた

いなと思っております。 

それでは、今先ほど、８０名を超えなかった場合のところでですね、県教委の方向

性で②番で、地元中学校と緊密な連携による一体的な学校運営というのがひとつ案とし

て出てますね。 

で、実は私、平成２３年の１２月定例会で、同じことを当時の教育長に申しあげた

ところ、なかなか県教委もうんともすんとも言わないんだというようなとこがあるんで

すが、今、塚田教育長はそんときいらっしゃらなかったんですが、要は例えば大柿高校

がありますと、この近隣には大柿中学校がありますと、どちらも職員は県教委ですよね。 

となると、大体中高一貫というのは、私も中高一貫の私立ですけどいましたが、中

学校の先生が高校の免許を持ったり、高校の先生が中学校の免許を持っていると。 

いわば、県立と市立の中学校と母体、経営母体というか管理は違いますが、教員を

共有すれば、要は、人件部分は削減できるんじゃないのかなというふうな話で、まず先

駆け的に江田島市が、要は市立中学校と県立高等学校で連帯をしてみてはどうかという

ことなんですが、今それを今３年間これから考えていかなくちゃいけない中で、今この

県教委の方向性を示す中の先取りをする部分というのは、考えられるものなのか考えら

れないものなのか。 

単独で県立高校を維持ために３年間頑張っていかなくちゃいけないのかいうことな

んですけども、今現状で、今現時点で、具体的には御返答無理かと思うんですが、教育

長いかがでございます。 

どういう、個人的で結構ですんで、どうように思われましたかね。 

○議長（山根啓志君）  塚田教育長。 

○教育長（塚田秀也君）  お答えします。 

いわゆる中高一貫教育ですかね、この実施形態は３つタイプがございます。 

一つは、その中等教育学校、６年間で一つの学校としてやると。 

これは県内にはございません。 

二つ目が併設型中学校、高等学校。 

これは、先ほどの中等教育学校よりも緩やかな設置形態ということで、同一の設置
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者が独立した中学校と高校を併設すると、そういったものでございまして、県内でいう

と、県立は、広島高校と広島中学校、東広島にあるものでございます。 

あとは広島市立、福山市立が、それぞれあります。 

最後三つ目の胡子議員さんが言われた、連携型中学校、高等学校というのがありま

す。 

これは、設置者が異なる学校ですね、連携をしながらやっていくということでござ

いまして、これ県内見ますと、私の把握してるのは三つですね三つでございます。 

加計高校、芸北分校と芸北中学校、そして御調高校と尾道市立の御調中学校、最後

が賀茂北高校と東広島市立の豊栄中学と、この三校が三種類あるということでございま

して、そういった中で、県立大柿高校と江田島市立大柿中学校はどうかということでご

ざいますけれども、まあこれから研究していく必要ですかね、この先ほどの三校から増

えておりませんし、そういった状況も踏まえながら研究をしていく必要があろうかと考

えております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  教育長のお考えわかりました。 

今のその大柿高校というところで今質問しました。 

逆に今度一つ視点を変えましてね、江田島市に唯一の高等教育機関である高等学校

を残すということで、ちょっと市長の考えというかですね、確認したいなというのがあ

ります。 

これは昨年の１２月１７日の中国新聞に出ましたけども、これは県教委の方向性の

中での一つのいわゆる今広島県立中高が東広島にあります。 

こういった併設型の中高の一貫教育機関をもう１個つくってみようということを県

教委の方が方向性を示されております。 

これは目標年度としましては２０２４年度ですから、平成３６年の春までにという

ことなんですよね。 

このものをもって、いわゆる関係者というか尾道や福山市、三次などがですね、複

数の自治体が誘致を検討しているということが中国新聞に出ております。 

私思うんですけども、どうでしょうか市長、江田島市にですね、こういった中高の

ですね、一貫をですね、誘致するのも必要なのかなと。 

これは大柿高校の是非じゃなくて、町にね一つだけ、一つでも欲しいと。 

私個人的にですね、今候補地を考えてまして、これがいいのかどうかまだわかりま

せん。 

例えば切串小中学校の跡地なんですよ。 

そうしますとですね、別にどういうんですかね、宇品からはですね、フェリーで３

０分で来れるわけです。 

天応からも切串の港まで十二、三分で着くわけです。 

小用からも多分車・バスがあれば１５分で行ける距離にあります。 

中町の港から、例えば大須港に寄せるような朝便があればですね、大須から切串の
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方に行けると。 

今、江田島市の中学校の一学年、一学年の人数が大体１５０人と聞いております。 

そのうちの８０％、１２０人がいわゆる広島とか呉に通学しているわけなんですよ

ね。 

仮にですよ、そこに中高第２、県立第２中高がきたときに、島の子どもたちはどこ

へ行きたいかなと、もしかしたら島にある中高に行く可能性もあります。 

また、これは４番目の質問にも入りますけれども、広島市や呉との連携というのも、

これから視野に入れていかなくちゃならない中で、広島市と呉市でまたそういった協定

を結びながら、そういった自然豊かな江田島市という土地柄で中高時代を過ごせる場所

も提供できるのかなと。 

また、県立ですから、それは県北とか備後地区の方々も入学する可能性もあります。 

じゃあそういうときにどうするのかと、ちょうど青少年交流の家があると思うんで

すよね。 

例えばそこに寄宿舎をつくっていただけるならば、そこで部活にはカッターとかで

すね、カヌーとかですね、カヤックとか、シースポーツも可能性もあるのかなと。 

そういったところで、これも一つですね、今後その県教委への働きかけの中で、機

会あるごとに、そういったプランをまず検討していただいて働きかけていただきたいん

ですけども、市長いかがでしょうか。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  ちょっと私が申し訳ないんですけども、その県立の中高の教

育目標とか、設置の目標とかいうのがちょっとわかりませんから、はっきりしたお答え

できんと思いますけれども、第１に大柿高校にかわる高校が島内に設置できれば、みん

なが今苦労しとる考え悩んどる大柿高校を何とか存続させたいということの一致するわ

けなんで、それが県立の中高の一貫校ということになればですね、それは非常に我々に

とって望ましいことで、非常に一考に値するいうんか、考えてみることにはつながると

いうように思います。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  そういう意味では、中高生の教育観としては本当にこの江

田島市いうのは可能性のある場所でありますし、そういった中学校、１３歳が１８歳の

子たちがですね、ぐるぐるぐるぐる循環していくわけですね、若い人が住んでいると。 

いってみれば、今の東広島ような学園都市のようなもんです。 

大学１年生から大学院生までがまんべんなく、人口のね、１万か２万ぐらいいるわ

けですから、そういった核となるですね、若い人たちを呼び込む施策としては、ぜひこ

の総合計画じゃないですけども、今後のね、１０年の中での計画、大柿高校の存続もあ

わせるけども、もちろん大柿高校もどういうんでしょうか、施設的にもちょっと古い部

分もあるし、江田島市の中でやっぱりちょっと南部のほうにあるんでね、全市の子ども

たちが通えるかというよりか、どっちかと、広島とか呉からの子たちも取り込める部分

では、その切串という土地柄の土地、その地域というのがこれから有望なところじゃな

いかなと思います。 
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ぜひとも今後もそういった、そういった面で、島に高等教育機関を残すということ

を大前提として研究していただきたいと思います。 

それでは最後に４項目目としまして、地方中枢拠点都市構想ということです。 

市長もいろいろそうですね、今までの江田島市の昔からの流れでいきましたら、や

はり、呉市と広島市ってのは、それぞれ切っても切れない。 

これは通学にしても通院にしても通勤にしても、切っても切れない土地柄でありま

す。 

総合計画の基本構想の中にも、広島と呉との広域的な連携ということがうたってあ

ると、今後もいろいろな可能性を探りたいということでございます。 

ちなみにこの今国が考えている今の地方中枢拠点都市というのは、もう既に２７年

度をスタートとして今考えているというふうに認識しております。 

すなわち２６年度からもう既に提携を協定を結んで、２７年度にはスタートという

ところは、もう全国の中でも何カ所かあると挙げられておりますが、ここの私がちょっ

とですね、すごくわかりにくいなと思うのが、じゃあ江田島市が仮に広島市として広島

市とどこかのポイントで提携したとします。 

そうすると、呉市とまた別のポイントで提携できるのかどうか、ここがですね、あ

まりよくわからなくて、まだ今、今国会で地方自治法改正案が出てるんで何とも言えな

いんですが、市長としては両方いい関係のところを協定としてやっていきたいのか、そ

れとも、やっぱりどっか一つに絞りたいのかっていうところをお聞かせ、今の個人的な

見解ても結構ですが、それとですね、実はこの江田島市は既に呉市と国交省のつながり

で連携、もう協定結んでますよね。 

いわゆる中心都市呉市、で、江田島市、旧江能４町ですよ、地域指定が平成６年９

月９日なっとるんですよ。 

計画同意が平成７年５月２６日で、変更の最終が１９年の３月３０日ということで、

これが中心都市呉と江田島市からなる地域拠点都市地域ということなんですが、この連

携とですね、これから今の地方中枢拠点都市との兼ね合いというのはどうなるのか、私

あまりいまいちよくわからないんで、逆に市の方はどういうふうなとらまえ方をされて

いるのかを聞かせください。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  ちょっと初めに先ほどの高校の話なんですけれども、県が県

立中高を設置するということの目的がですね、例えば東広島ですと、より質の高い高校

教育をやろうということなんか、例えば江田島市へやりますと、どちらか言いますと質

が高いこと目指すよりは、例えば、過疎地域の高校存続のための高校、中高設置しよう

とかいう、ちょっと県の意向とか県の設置目的いうんですか、考え方を聞かないとです

ね、それに考える想定やると、我々からいえば過疎地の高校存続のためにこういうこと、

中高一貫高校、学校を設置してくださいいう形になると思いますけども、そのことはま

た県の方へ問い合わせをして、よく研究してみたいと思います。 

それと、広島市と呉市との連携についてですが、現在のところでは国がそういう方

針を出したのは、そういう中核都市の周辺の市町村がですね、これはいわゆる若い者が
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ストロー減少で中核都市へどんどんどんどん吸いとられてですね、その周辺が、すべて

の各自治体がですね、その地域の住民の要望に応えきれないと、全部支えきれない、行

政サービスが行き届かないということがはっきりもう見えてきとるいうことで、国が中

核都市との協定を結んで連携をしなさいと。 

要するに、大きい町が小さい町を少し手助けしたげなさいよいうような形の想定の

中で物事が進んでおります。 

そういったことで、ちょっと話が長くなりますけれども、例えば私らが市長として

出ていく、広島県内の中でもいろんな組織がたくさんありまして、１５ぐらい出ていく

会議があろうと思います。 

それぞれ特定の分野では、県内全部の市町が集まってですね、現在も連携をして取

り組んでおりますけれども、今まで欠けとるのは、これまでは我が町我が町１番という

考えでですね、隣の町と例えば観光客の誘致とか、人を自分とこの町へ誘致する、人を

たくさん住んでもらうというようなとか、産業の振興で工場を引っ張りやいこするとか

いうことは、実は連携をせずに、それぞれの町がわが町わが町いうことで、反目しあっ

てしてきた結果がですね、今日になって、それではどうもならんねということで、実は

各自治体間で自主的に勉強しようというのが、その中の一つが観光とか、そういったも

んが一番わかりやすいと思いますけども、そういった分野で連携しましょうやと、呉市

と廿日市市が連携しましょうと、高速艇で廿日市宮島へ行ったお客さんを呉市へ行きま

しょうとかいうような形で、今連携が進んできてですね、そこらの取り組みの中で、ま

あ江田島市は、ほいじゃ呉市へ向くのか広島市へ向くのはということ、今の時点ではは

っきりそういったことは判断できんと思いますけど、ただ、江田島市の市民の方がです

ね、およそ７割ぐらいが現在は広島市へ通勤・通学を含めてですね、広島市とのつなが

りが非常に大きくなっとるいうことは、私は事実なんで、やはりそういったところから、

これから先、連携するものが見えてきたり、連携するための考え方が進んでいくんじゃ

ないかというような、はっきりしたことはわかりませんけども、それかまた部分的に、

呉市との第二音戸大橋でつながっておりますので、呉市との連携も必要な、特に医療関

係につきましては、現在も呉市との連携が非常に大切で、江田島市の高度医療に関して

は呉市の方へお願いしとるいうのが現状なんで、各分野においてそういう連携が進む可

能性もありますので、ちょっとここではっきり、はっきりとした軸足、軸足がどちらか

いうのはちょっと御勘弁いただきたいと思います。 

○議長（山根啓志君）  １１番 胡子議員。 

○１１番（胡子雅信君）  わかりました。 

今後、これからいろんなところを考えながら連携先を考えていくと。 

もちろん今私思うですけども、江田島市も２万６，０００人を切るところの人口の

中で、消防、消防の部分もかなり大きな財政的には負担になっていると考えられます。 

そういう意味では、消防の連携という部分も、例えば広島市消防であるとか呉市消

防というふうな広域の連携という部分でもこれはいけると思います。 

また、今、三高航路の江田島汽船さんの県の生活航路の補助金というか、の部分で

も、広島市さんが１５％今回２６年度予算で５３８万でしょうか、江田島市は１，２０



- 175 - 

０万を超える補助を出すと。 

県が１，７８０ですかねというところになっております。 

そういう意味では、公共交通の維持と観光もセットにした連携というのも必要にな

ってくるでしょうし、先ほどの大柿高校に関するその存続も含めた県立の中高の誘致と

いう部分においても、例えば広島市教委もあるわけで、広島市教委とのですね、中高連

携じゃなくて中高一貫、もちろん広島市の南区の似島には、広島の周辺のね、子どもた

ちが船で通って、そこの学校でそういった環境の中で学習されている子ども児童たちも

います。 

似島と切串とはほんとに目と鼻の先ですんでね、そういう意味では広島県教委では

なく広島市教委との教育での連携というのも一つの視野になるのかなと思います。 

これは本当に我々議会も市民も行政も含めて、いろいろ今後の１０年間に向けての

江田島市の生き残りというか、存続にかけて頑張っていかなくちゃいけないので、今後

お互いに議論していきたいと思います。 

これをもちまして私の質問を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、１１番 胡子議員の一般質問を終わります。 

○議長（山根啓志君）  暫時休憩いたします。 

２時１０分まで休憩いたします。 

（休憩 １３時５５分） 

（再開 １４時１０分） 

○議長（山根啓志君）  休憩を解いて会議を再開いたします。 

２番 酒永光志議員。 

○２番（酒永光志君）  ２番議員の酒永でございます。 

通告に従い、漁場環境の再生とつくり育てる漁業の促進について、一般質問をいた

します。 

最初に、質問要旨１についてでございます。 

天然の漁場が徐々に失われ、水産資源の減少が著しい江田島市の漁業環境について、

市の今後の対応について、その考えを伺います。 

次に質問要旨２についてでございます。 

漁業の後継者不足や漁業者の高齢化が進み、生産力の低下が顕著となっていますが、

その打開策についての考えを伺います。 

次に、質問要旨３でございます。 

漁業根幹である天然の磯場を補完し、魚介類のい集、増殖を促進させる漁礁や築い

そ等、生産基盤の整備について、合併後の実績と今後の計画について、どのように考え

ておられますか。 

以上、市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（山根啓志君）  答弁を許します。 

田中市長。 

○市長（田中達美君）  まず、漁場環境の再生とつくり育てる漁業の促進についての

御質問にお答えいたします。 
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まず、第１点目の水産資源の減少が著しい本市の漁業環境についてでございますが、

水産資源については、毎年、市内の各漁協が実施している水産動物放流事業に必要経費

の２分の１を補助しております。 

漁協としては、地先定着魚種や市場評価の高いオニオコゼ・ナマコ・クルマエビ・

ヒラメ等を中心に実施しております。 

平成２６年度から、地先定着魚種のキジハタの放流も考えております。 

市としましても、本事業は、漁業者の経営安定化に必要な事業であり、今後も積極

的に支援してまいりたいと考えております。 

次に、漁業環境についてでございますが、昨年度から漁場底質改善事業に取り組ん

でおります。 

また、漁協の取り組みとしての海浜清掃事業に対する助成、さらに来年度は、新た

な事業として、市・漁業者が一体となって取り組む、海底ごみ回収事業、広島県や漁協

と連携し、カキ殻の有効利用の検討を行う「広域かき殻処理対策事業」（ソフト事業）

も予定しております。漁場環境の改善に努めているところでございます。 

次に、２点目の漁業後継者不足や漁業者の高齢化による生産力の低下についてでご

ざいます。 

漁業の後継者不足や高齢化は、本市にとって重要な課題であると認識しております。 

海面養殖業・イワシ漁については、後継者は育ってきていると思っております。 

広島県においても、新規漁業就業者支援協議会において、新規の漁業就業希望者の

研修等に努めております。 

しかしながら、本市の水産業を取り巻く現状は、必要経費の増大、魚価の低迷等多

くの問題抱え、新規の漁業就業希望者や高齢化した漁業者方たちにとっても、大変厳し

い状況にあります。 

市としても、漁業を安定して継続していただくためには、市場評価の高い魚種の放

流、アサリ等の漁業収入を補完する水産物の育成等に、漁業者の方々と一体となって取

り組んでまいりたいと思っております。 

さらに、漁業者の経営安定に必要な漁船保険・漁業共済等の経費についての助成も、

継続して支援してまいりたいと考えております。 

新規漁業就業者の確保のため、漁協青年部活動の活性化、定年退職者やＵＩＪター

ン者への支援策・漁業体験施設の整備等の検討が必要であろうと考えております。 

続いて、３点目の漁礁や築いそ等、生産基盤の整備についてでございます。 

合併後の実績としては、市事業で築いそ３か所、県営事業で大型築いそ１か所を設

置しております。 

今後、現在ある漁礁・築いそ等の状況調査が必要であると考えております。 

その調査結果を踏まえ、設置の必要性・手法等を１１漁協の組合長で組織する漁業

振興協議会や県機関等と連携し、検討してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  それでは、再質問をいたします。 
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漁場の再生について伺います。 

先ほど、水産資源の放流ということで、オニオコゼ・ナマコ・ヒラメ・キジハタ等

の放流をされると伺いまして、ありがとうございます。 

ただ、放流をするだけでなく、この水産資源を保護育成し、また水質を浄化するア

マモ場ですね。 

アマモのその再生がもう全国的に取り組まれております。 

県内東部におきましても、漁業者が核となり、市民との協働でアマモ場の再生へ取

り組む姿がテレビで紹介をされました。 

以前、本市でも、江田島湾において取り組みがなされていたと思いますが、現状は

どうでしょうか。 

また、今後の取り組みについて伺います。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  藻場の再生について、江田島湾の自動車学校の前の方で、

２００５年に苗床シートによる移植が行われております。 

これは、県の海洋技術センターが行ったものでございまして、２０１２年、一昨年

ですかね、その結果の新聞記事にも発表されておりますけども、アマモの状況を調べて

みたら、６倍ぐらいに藻場が増えているということで、非常に有効だというふうに考え

ております。 

江田島市周辺の藻場の状況等を、市としましては、調査したものはございませんけ

れども、例えば、先ほどのところとか、能美海産の前の方とか、鹿田港の前、それと沖

野島周辺等々藻場が増勢いいますか、藻場があるというふうな認識しております。 

具体的なですね、その辺の調査といったものが、残念ながら市の方では行われてお

りません。 

以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  たいへん藻場の育成というのはですね、先ほども研究、では

６割まあ実績があったということで、大変有効な手法といいますか、それがなされてお

るんじゃないかと思います。 

ぜひですね、先進地等の視察や現地研修等をですね、行ってもらいながら、この藻

場の再生について努力をしていただきたいと思います。 

次に、既存の天然礁や人口魚礁の再生について伺います。 

本市では、潜水調査等で、魚礁の効果調査を行っていますでしょうか。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  これもですね、魚礁、市内周辺にですね、１８０数カ所

ほど魚礁を設置しております。 

これを設置した後、経年の調査とかいった潜水調査は残念ながら行っておりません。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  まずですね、ぜひその潜水調査をですね、行っていただきた
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いと思います。 

長い間の漁業活動によりまして、漁網等が磯に絡まり、魚礁としての機能が低下し

ている箇所が数多くあるのではないかと思います。 

先ほど１８０数カ所の魚礁の位置というのはあると言われましたけれども、そのう

ちの何割というぐらいに機能低下が見られるんじゃないかと思いますので、ぜひともそ

の漁場調査を行ってみてください。 

そこで思うんですけれども、このような漁網等をですね、魚礁から計画的に除去を

しまして、その魚礁等としての機能をですね、再生させることはできないものか、その

点もお伺いします。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  既存の設置された魚礁を漁協の方からもですね、ちらほ

ら底の方にも魚礁が沈んどるんじゃないかとか、網がかかって、機能を魚礁としての機

能をなしてないんじゃないかというふうなことをちらちら情報としていただいておりま

す。 

２６年度の予算計上には潜水調査まだ残念ながら計上しておりませんけども、でき

れば、まずは調査してですね、状況を確認しないと、再生いいますか、それが増強でき

るものかどうかわかりませんので、まずは調査を、できれば、予算確保に向けて努力し

たいと思います。 

その上で、どういった対策を考えられるか、１８９カ所全部いっぺんにはできませ

んのでおっしゃるように、計画的に、その状況を見ながら判断したいと思います。 

○議長（山根啓志君）  ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  新規の魚礁の設置がですね、次第に難しくなっている現状の

中です。 

少しでも再生できるように努力をお願いしたいと思います。 

次に、漁業生産力の低下について伺います。 

担い手や後継者不足の抜本的な対策はなかなか難しいと思いますけれども、まずは

働き場所である漁業生産基盤の拡充、再生がその基本であると思いますが、燃油の高騰

等も原因の一つに挙げられると思います。 

そこで伺いますが、国・県等の施策で、燃油に係る対策はないでしょうか。 

また、単市でも、燃油の一部助成について考えられないでしょうか、伺います。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  まず初めに、漁獲量の推移でございますけども、小型底

びき網の漁獲量に特化していいますと、やはり、平成１８年、６３４トンほど漁獲高ご

ざいました。 

これが、平成２４年度においては４５３トンと随分減ったような状況のデータがご

ざいます。 

それと、燃油の高騰に対する対策についてでございます。 

市の単独のですね、支援制度、現在ございません。 

国の事業としては、漁業経営セーフティーネット構築事業等によりですね、漁業用
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の燃料の高騰価格について補てんする国の支援制度がございます。 

これは、各漁協、組合さんとか漁業者さんが、組合やら漁連を通してですね、積み

立て申し込みにより、最終的に高騰した場合にその差額言いますか、高騰した分につい

て、国が 1 に、漁業者が 1 と 1 対 1 というふうな割合で支援する制度、セーフティー

ネットの制度でございます。 

で、本市では５漁協の組合でですね、その中の一部の組合員さんが加入されてる状

況でございます。 

また、最近、円高等によってですね、さらに厳しい状況になっておりますので、平

成２６年度末までの緊急対策として、現行制度に加えて、特別対策発動ラインを設けて、

国が３、漁業者が１といった上乗せのですね、特例の制度もできておる状況でございま

す。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  平成２６年度のですね、江田島市の主要事業の提案書がござ

います。 

水産振興施設改修事業に係る財政支援について、国・県にお願いしておりますけれ

ども、この燃油対策についてもですね、ぜひ、国・県への強い働きかけをお願いしたい

と思います。 

沖に出てもですね、漁獲量は少ない、油代も取れないというような状況の中で、漁

業者は逼迫しておる状況でございますので、ぜひともお願いしたいと思いますが、この

点についてどうでしょうか。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  燃油高騰に対する市単独の支援とか、国へ対する働きか

けでございますけども、これは、漁業だけでなくって１次産業、また、いろんな産業に

ついても関連、燃料高騰したからということで、いろんなところに支援する、するのは

いいんですけども、いろんなところへ波及することだろうと思います。 

今現時点では、漁協さんとか漁連さんとかが働きかけて今の制度なってきたんじゃ

ないかというふうに考えております。 

で、こういった働き、動きに対してですね、側面的にはですね、市としても、支援

いうか連携を図っていきたいと思いますけども、市が全面に出てですね、そういった働

きかけ、国に対しての働きかけはちょっと今のところは今考えておりまぜん。 

いろんなとこに波及すると思いますので、以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  ぜひよろしくお願いをいたします。 

海の仕事というのはですね、おかにあがれば何もできない状況がございます。 

海だけど生きておるわけでございますから、特に私はこの漁業者の燃油対策につい

てお願いをしておるところでございますので、今後ともよろしくお願いをいたします。 

次に、天然の磯場を補完し、魚介類のい集、増殖を促進させる漁礁や築いそ等、漁

場の生産基盤の整備は、本市の漁船漁業にとって喫緊の課題であるとともに、将来にわ
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たっての継続課題でもあると思います。 

最後に、今後の取り組みについてお伺いをいたします。 

○議長（山根啓志君）  沼田産業部長。 

○産業部長（沼田英士君）  漁礁等、漁業にとっては本当に根幹をなす資源の源にな

る施設だろうというふうに認識しております。 

築いそ等の事業でございますけども、今国の補助制度もですね、水産基盤いろんな

変化してきまして、水産基盤整備事業の中の、例えば増殖場造成事業等がありますけど

も、これも総事業費がですね、３億円以上、それと空流部といいますか体積ですね、が

５，０００立米以上で５年間ぐらいの事業ということで、国は２分の１、５０％ですね、

県が１５％、市が３５％といったような事業がございます。 

これ以外にも、国の２分の１の産地水産業強化支援事業というのがございまして、

国が５０％、ほいで受益者が５戸以上という制度がございます。 

これはですね、県内、まだやったところはございません。 

事業費が５００万以上の事業要件になっております。 

ただこういったその長規模なも含めて県内にだんだんと、以前は築いそ等の事業が

いろんなとこで行ってきてまいりましたけれども、現時点ではなかなか、こういった事

業のをもって進めていっている自治体が少のうなってございます。 

原因は何だろうかといったところをですね、また、近隣市町、また、先進地があれ

ばですね、その辺で漁協さんの意見を聞きながらですね、なるべく、漁業環境の整備に

ついて前向きに考えていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  漁業者の非常に困難な現在の状況いうのが、まああからさま

にいうですがわかってきたわけなんですけれども、市内全体みますと、カキ業者さんと

いわゆるイワシ網業者さんは、先ほど答弁しましたように、それなりに後継者もおられ

るということで、やはり一番衰退しとるのは、いわゆる魚を獲る漁師さんがですね、ど

んどんいなくなっとると。 

高齢化に伴いましていなくなっとるいうのは、先ほどから議論の中で、いろんな原

因が考えれるわけなんですけれども、魚礁とかを設置すれば間違いなしにそれは環境を

よくなるわけなんで、ここしばらくですね、県内でも本当にこの１０年ぐらいはですね、

どこの自治体も新たに魚礁など設置せずにおったのが、一体どういうことが原因なんか

いうことも、先ほど部長が答えましたように、よく突き詰めてみんといけないんですけ

れども、間違いなしにやれば、それなりの効果はあります。 

あると思います。 

ただ、残念なことに、これまでは、旧町時代もどんどんどんどんやれやれというこ

とで、先ほど言った１８０も１９０カ所もやっとるわけなんですが、果たしてそれがど

れだけどういう効果があったかいうことの実は検証は全くされてないんですよね。 

で、もう一つは、よく聞くんですけれども、いやあそこへは石をやったけど石を入

れたけど、今多分なくなっとるんじゃないかというような話も聞きますし、先ほど、質
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問されたように、もしかしたら何か漁網が絡まっとるんじゃないかとか、いろんなこと

が漁師さんの中から耳に入ってきますので、これまでのやったことに対する、ある程度

１回見直ししてみる必要があるんじゃないか、調査して見直ししてみる必要があるんじ

ゃないかと。 

その最近の漁法はナマコを、例えばナマコを漕ぐのでも、聞きますと少々の大きさ

の石なら、もうどんどんどんどん石の中を漕いてでも、漕げるんじゃと。 

ほいで、いわゆる護岸の基礎石なん、捨て石なんかも、どんどんどんどんその上を

こいででも、石をおこしおこしでもこげるんじゃというような話を聞いております。 

護岸にそういう目に見えない部分で被害があるとかいうことがありますんで、そう

いった総合的なことで、一度やはり調査をしてですね、本当に落としても土の中に消え

ていくような場所には落としても意味がありませんので、これまでは、それ各町でこと

しはどこの漁業組合がやったから次は来年はどこの漁業組合というように、順番でこう

やってきて公平を保つためにやってきたんですけども、落とす場所についても、各漁業

組合の希望する場所へ私は、これまで落としてきたと思うんですよ。 

それはもう、例えば土の中へ消えてなくなっても、もう組合が１カ所やりましたと、

これで組合が納得しましたいうことで、それで物事が終わっとったような気がするんで

すよ。 

ただ今は、やっぱり財政的に厳しい時代に入っておりますので、やっぱり、実際そ

ういうことやっても、長く効果が持てるようなやり方じゃないと私はちょっとできんの

じゃないかと思いますので、一度調査をしまして、調査とか、調査の中にも漁業組合と

か漁業者に方に聞き取りをするとかいうことをしてですね、海に囲まれた江田島市です

ので、また漁業は江田島市にとりましても一番大きい１産業ですので、何とか後継者が

育つように、努力していきたいというように思います。 

○議長（山根啓志君）  ２番 酒永議員。 

○２番（酒永光志君）  市長が言われましたようにですね、ヘドロ状態のところへ向

いて、いくら漁礁を落としても落としたとたんに沈んでいくというような状況も過去私

も経験をしております。 

また今の波型漁礁につきましてもですね、コンクリートの漁礁ですが、最初は１メ

ートルの角型だったんですね、それが１．５メートルになり、今は２メートルの角型だ

ろうと思います。 

それはやはり市長もおっしゃられましたが、漁船がですね、いわゆる高馬力化とい

いますか、漁船の性能がよくなって、そういう２．５メートル角型漁礁も平気でおかの

方へこぎ上げるというような状況がございますので、だんだん大きくなってくるんじゃ

ないきたんだろうと思いますが、そうはいいましても、その漁礁や築いそ等のですね、

水産基盤の整備につきましては、やはりこういう市、自治体がですね、率先してイニシ

アチブをとって、取り組むべき課題ではないかと思います。 

また、この築いそに使用する石材は市有財産であります大黒神島の砕石を利用する

ことができます。 

いろんな相乗的効果を持つ事業でもありますので、よろしくお願いをしたいと思い
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ます。 

最後にですね、本市を取り巻く漁場環境はですね、沿岸部や、山口県、または他地

区への出漁もですね、入漁同意がなかなかもらえなくなってきたということで、範囲が

ものすごく狭まって、この江田島市、江田島、能美島の本当の地先だけの漁場に狭まり

つつあります。 

そういうとこで、今後ますます厳しくなることが予想されますので、市の力強い支

援と施策の実行をお願いをしまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（山根啓志君）  以上で、２番 酒永議員の一般質問を終わります。 

続いて、９番  山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  ９番議員は通告に従いまして、江田島市総合計画についてお

伺いします。 

第１次総合計画では、さまざまな政策が講じられ、今回、第２次総合計画、基本構

想が示されたところでありますが、第１次では、行財政改革などの推進を初め、一定の

評価をするところでありますが、現在の人口は第１次の目標であった２万６，０００人

を大きく下回り、１０年後には２万人を切る勢いを感じさせます。 

第２次総合計画において、協働と交流でつくり出す恵み多き島を目指していますが、

私はまず現在住んでいる市民の豊かさを求め、住みやすい、住んでみたい、希望のある

まちづくりが必要と考えます。 

また、将来に向かった構想、夢もなければ、人口減の歯止め、増加にはつながらな

いと考えます。 

そこで、平成２６年度は、基本計画、実施計画などの検討に入りますが、計画に当

たり、次の２点についてお伺いします。 

１点目としましては、平成２５年６月議会でもお尋ねしましたが、広島湾構想の推

進、津久茂架橋構想でありますが、第１次では全く動きがなかったが、第２次ではどの

ように考えているのかお尋ねいたします。 

２点目としましては、旧江田島小学校の用地でありますが、これも平成２３年９月

議会で質問したが、その回答は検討するということでありました。 

それから２年以上経過していますが、先日、土地の管理者である中国財務局と協議

をしたと中国新聞の市長往来にありましたが、おそらく財務局からの要請もあったので

はないかと推測します。 

その内容を差し支えない範囲でお知らせください。 

次に、この土地の利活用について提言したいと思います。 

まず、保育園でありますが、新耐震基準を満たない保育園がほとんどで、老朽化も

進み、これらの保育園を統合して、延長保育及び市外からの受け入れ等も可能な保育園

を新築してはいかがでしょうか。 

また、道の駅、海の駅、朝市など、交流広場の整備、また、お年寄りの活動できる

施設など、子どもからお年寄りまで、また来訪者も利用できる多目的な総合施設を設置

すれば、元気の出る江田島が可能と考えます。 

市長の所見をお伺いいたします。 
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よろしくお願いいたします。 

○議長（山根啓志君）  答弁を許します。 

田中市長。 

○市長（田中達美君）  お答えいたします。 

まず初めの第２次江田島市総合計画における広島湾架橋及び津久茂架橋構想にかか

る質問でございますが、広島湾架橋、津久茂架橋構想については、その実現により、本

市と周辺都市との共生・交流が格段に向上し、本市が広島都市圏の都市機能の一躍を担

うことにつながるとともに、合併後のシンボルとして一体的なまちづくりの推進に寄与

することが期待され、本市の活性化に著しい効果があると考えております。 

このため、昨年の６月議会でも申し上げたとおり、この間、県等には繰り返し構想

の推進を要望してまいりましたが、残念ながら、厳しい財政状況等を理由に前向きな回

答をいただくには至っておりません。 

しかしながら、両構想の実現は本市の夢でもあり、この議会に上程した第２次江田

島市総合計画、さらに基本構想案においても、市民ニーズなども勘案しながら、実現に

向けて関係機関に働きかけることとしております。 

平成２６年度に策定する実施計画においても、その旨を位置づけ、引き続き粘り強

く要望してまいります。 

次に、旧江田島小学校の跡地利用についてお答えいたします。 

本用地は、江田島小学校の新築に伴い、平成２２年度末に中国財務局に返還してお

ります。 

中国財務局としては、国の財政収入を確保する必要があるため、平成２４年度に

「国有資産及び独立行政法人が保有する資産の売却等に係る工程表」において、平成２

８年度末までの売却目標の達成が求められております。 

その手続上、県並びに市へ取得要望の照会がなされることとなりますが、市として

は、現在、第２次江田島市総合計画の基本構想をもとに、平成２６年度中に基本計画並

びに実施計画を策定することから、しばらくの猶予をいただいているところです。 

議員御指摘のとおり、本国有地は、当市においては、貴重なまとまった土地である

ことから、十分協議・検討を行い、対応していく所存でございます。 

以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  まず、広島湾架橋及び津久茂構想は、第２次構想の実施計画

に組み入れるということでございますが、せめて構想案ですね、測試ですか、そういっ

た案でもつくっていただければというふうに考えます。 

それから、江田島小学校の跡地でございますが、皆様御承知のようにこの土地は、

江田島小学校の跡地で、面積は約１万平方メートルで付近には小学校、病院、銀行、郵

便局、警察が立ち並ぶ江田島の市街地であります。 

私は、２３年９月議会で質問いたしましたが、その回答は検討するということでご

ざいましたが、２年半たちますが、どのように検討されたのか、お尋ねいたします。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 
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○総務部長（土手三生君）  先ほど市長の方の答弁にもありましたように、議員さん

おっしゃるとおり、この国有地は、江田島市において貴重なまとまった土地であるとい

うことの観点からですね、いろいろ検討を加えてまいりましたが、今のところまだ、そ

ういった具体的な計画はまだ出ておりません。 

で、そういった計画の中で、財務局の方も２８年度までには土地の使用の目的がな

ければ、一般競争入札的なもので売却する方針でいうような方針が出ておりますので、

市としては、今先日財務局の方と協議を行いました。 

その時点では、平成２６年度で総合計画、実施計画の方の計画をつくってまいりま

すが、その中で、そこの土地の活用についても、そういった活用策が出るようでしたら、

そこらの部分のことをいれていきたいということがありますので、１年間また猶予を今

いただいておるような状況でございます。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  先日、中国新聞に市長往来の中に、財務局と協議いうことで、

私も即財務局の方へ行って、財務局へお話を聞かしてもらいました。 

その中でね、財務局側としては、確かに２８年度目安に市の方に購入をこういうよ

うな広い土地は財務局の方としても市のほうで活用してほしいという要望でございまし

た。 

それに対して市の方としては、財政面と、それから何に利用するか、利用を苦慮し

ておるんだということをお聞きしたんですが、これでよろしいでしょうか。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  今議員おっしゃるとおりでございます。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  それではね、財政面から提言ではないんですけどね、私なり

に、案いうんですか、どれくらいかかるんかなと試算をしたんですが、試算はもちろん

してないんだろう思うんですがね、財務局の方としても、値段は時価、時価ですよね。 

それで用途によれば、３分の１は購入してもらう、３分の２は無償ですよというこ

とはご存じだろうと思うんですよね。 

それで、時価いうことでございますのでね、私は、呉市交通局にありました、近く

なりますね、あれが呉市が入札を３年前にしておるんですよ。 

この単価をちょっと参考にしてはじくと、大体３分の１にすれば、金額的には８，

０００万から９，０００万ぐらいで済むと思うんですよ。 

そこら検討してないんですか。 

どうですか。 

○議長（山根啓志君）  土手総務部長。 

○総務部長（土手三生君）  議員さん今試算された部分は今、近隣の土地の部分で算

定されておるわけなんですが、うちが今の前に、平成２１年度時点の時のですね、財務

局からいただいとる大体の金額が４億３，０００万、そのうちの３分の１を例えば社会

福祉施設とか保育園等のものに使いました場合でしたら、３分の１は時価取得で、あと
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の３分の２は無償貸付けというような、お聞きしておりまして、ですから４億３，００

０万なりますとやっぱり１億４，０００万か５，０００万ぐらいの時価取得になるいう

ことでちょっといろいろ財政面的なことと、具体的な計画をどういったものをはめてい

くかとかいうような検討も加えていかんにゃいけんいうことで、今ちょっとまだ、検討

しとるような状況でございます。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  まあ金額は時価でそれぞれの思いがあるでしょうから、要は、

市の方で買っていただければ、安くはしてもらえると。 

これも単価も３年前ですからね、３年前の単価で試算しておりますから、ちょっと

若干下がっていると思います。 

それとですね、次に財政面に困っておるということ、市長が言われるもんでね、次

に今度は施設も含めてね、ほいじゃ国の補助をもろうてやれる方法はないかというとこ

ろを私ちょっと調べてみたわけですが、江田島市は、基地周辺の整備事業、いわゆる防

衛周辺対策事業というのがありますが、これにも該当するんじゃないかと思うんですよ。 

そうすると、土地購入が２分の１、施設が３分の２ほど補助もらえるんですよね。 

そうすると、そんなに財政も無理はないんじゃないかなというふうに私は想定する

わけですが、この防衛の施設周辺基地対策等協議会に、毎年市長かだれかが行かれてお

るんじゃないか思うんですが、そういう話はないでしょうか。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  基地周辺整備の協議会等は、私が行く場合にはもちろん総会

とかそういう監査のために行くとかいうようなことは行きますんで、そういった具体的

な内容のことについては、当然、うちの中でも企画の担当の者がすることなんですが、

先ほどから山本議員さんが、財政的なこと財政的なことということは再三出すんですけ

ども、我々が迷っとるのは、財政的な面ではなしに、ただ土地を買って、ほいじゃそれ

を具体的にどういう計画があるんか、どういう計画をするのかということで、買う場合

には当然のことですから１億なんぼもすれば、議会の議決がいる数字になりますので、

いずれにしても議会の議決がいらなかっても予算を組むわけですから、当然議会の議決

がいるんで、ただ買いますいうだけじゃできませんので、我々がなかなか物事が中国財

務局に待ってくださいよ待ってくださいやと言ってお願いしとるのは、具体的な今の時

点で計画が、あの土地を利用するのに計画がないので、中国財務局には待ってください

というお願いしとるわけです。 

で、たまたま今年度で２６年度で総合計画の実施計画など立てますので、その計画

の中で、あの土地が利用できるような計画が出てくれば、購入するのもやぶさかでない

ということでございまして、決して財政的なことで買うのに躊躇しとるとかいうことで

はない、中身の利用についてのことについて、現時点では具体的なものが描けないとい

うことで、財務局には、先延ばしてくださいと、先延ばししてくださいというお願いし

とるのが本当のとこでございます。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 
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○９番（山本秀男君）  そうですね、当然市長言われるとおりですが、ここへ私、案

をつくったんですが、まずね、福祉施設、統合保育園はどうでしょうか。 

現在、子ども子育て会議等で協議されていると思うんですが、保護者からの要望等

はございませんか。 

お伺いします。 

○議長（山根啓志君）  川地福祉保健部長。 

○福祉保健部長（川地俊二君）  今現在、子ども子育て会議の状況をということなん

ですけども、今現在、２回、３回ほど会議、２回ほど会議開催しとるんですけども、子

育てをしてる世代のアンケートを実施しました。 

その分の集約作業が今終わりまして、その集約結果を皆さんに委員の皆さんに公表

しとる段階で、保育園の施設等については、まだ今からこれからの話だというふうに考

えております。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  江田島町の保育園は昭和４０年代の後半から５０年に建設さ

れたもんでございます。 

これらの施設は、すべて耐震化工事が必要であり、小学校の方は対策がされており

ますが、保育園は全くされてないんですね。 

それで、私は、この地へ、江田島町の保育園を全部集めて、ここへやった方が、今

の既設を耐震化工事するよりは、随分安くできるんじゃないかというふうに思います。 

それで、今私が、うわさいうたらなんですが、子育て会かなんかで、鷲部公園の沖

に計画しているとかいう話も聞いたりしたんですが、これはどうですか。 

○議長（山根啓志君）  川地福祉保健部長。 

○福祉保健部長（川地俊二君）  先ほども回答しましたように、保育園を統合すると

か廃園にするとか、今まだことしの４月から１０ヵ所の保育園ですけども、それを減ら

すとかいうようなことはひとつも検討したことはありませんし回答したことはありませ

んので、それは移転とかいうのはましてないというふうに考えおります。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  先ほどの話ですが、市長は何するかいうのを考慮しておると

いうことで、私なりに案をつくっておりますので、何でしたら、これをほんと参考にで

もいいですから、差し上げますからね、考えていただいたらと思うんですよね。 

私は、世代をつなぐ人をはぐくむ江田島として、幼児からお年寄りが利用できる総

合施設を考えております。 

具体的には、保育園と子育て支援センターを併設、延長保育も休日保育も病弱保育

も可能とする。 

そのような保育園と総合する。 

さらには、まちおこしセンターの新設、朝市、食堂など等の設置も可能ではないか

と思います。 

また、高齢者関連施設、農業、漁業関連施設、ソーラー施設など、欲張った計画で

はありますが、これらをやることによって、雇用の場にもなり、地域の発展につながる
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と思いますが、最後に市長、何か考えがございましたらお答え願います。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  大変いい絵を書いていただいとるわけなんですけれども、た

だし、先ほど議員が言われたように、あの土地の３分の１時価で買い取るということな

んですが、時価で買い取っても残りの３分の２については、建物を建てたりとか、そう

いうことの利用に、例えばソーラーハウスをやるということには、多分それですとまた

買い取れという話になりますので、３分の２は、例えば公園のようなもので残すのであ

れば、無償で貸与いうんか貸し付けていただけますが、議員が言われるように太陽光発

電やったりとか、いろんな施設を建てることなると、また新たに時価で買い取らなけれ

ばならないことになるので、実際に建物などを建てて使えるのは３分の１になります。 

ですが、それにしても３分の１の面積になりますとかなりの面積ですので、１番わ

かりやすく考えれば、すぐ隣に江田島の保育所がございます。 

これは、耐用年数も経っておりますし、年数も経っておりますし、新耐震ではあり

ませんので、それともう一つは非常に交通量の多い子どもの送り迎えするのに非常に危

ないところにありますので、１番近くにこう考えれば、あれもそろそろ建てかえる時期

にきとるんじゃないかということは、だれが見てもそれは当然そこへ考えはいきつくわ

けなんですけれども、今のとこは、当面考えるとすればそういったこと生かして、充実

した保育施設をつくると、先ほど議員が言われたように、言われましたよね、延長とか

さまざまな取り組みができる、朝早くから夜遅くまで預かることができるとか、場合に

よっては病児病後とかいうような幼児を預かることもできるような複合施設のようなも

のも考えられますけれども、いずれにしてもそれは、一種の統廃合を念頭に置いた物事

の進め方というように受けとめられますと、現在ある宮原それから江田島であります小

用、宮原、それから飛渡瀬ですか、そういったとこの保育園からいいますと、我々の保

育所統廃合を前提に、頭の中に入れたものごとの取り組みじゃないかというように、ま

あ山本議員さんはそれでいいんじゃないかと言われますけども、おそらくまたそれが、

例えば具体的に市の方針としてそういうふうに打ち出されるとですね、ここの中のおら

れる議員さんからもまた、統廃合反対という声が当然出てきますので、そういったこと

は、しばらく口にできるような話ではないんで、そういったことは抜きにして、いずれ

にしても、近くにある江田島保育所がですね、年数が経っとる経年数もたっております

ので、耐震補強するかどうかいったときには、土地広い土地も念頭においての移転とい

うものを考える必要がありますので、先ほどから先ほど答弁しましたように、基本計画

の中でですね、取り組むべきというような結論が出ましたら、そのように、するように

なるんじゃないかというように思っております。 

以上です。 

○議長（山根啓志君）  ９番 山本秀男議員。 

○９番（山本秀男君）  これで質問終わりますがね、利用活用等あんた書いてくれえ

や、私なんぼでも書きますけえ市長利用してくれんさい。 

ほんと何とか、この土地をね、活性化につながるような形に考える必要があるんじ

ゃないかのというふうに私は思います。 
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希望の輝く、使いようによってはね、希望の輝く場所ではないかというふうに考え

ておりますので、ぜひ財務局から購入して、福祉施設等整備を図るよう要望して、９番

議員の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議長（山根啓志君）  以上で、９番 山本議員の一般質問を終わります。 

○議長（山根啓志君）  暫時休憩いたします。 

３時１５分まで休憩いたします。 

（休憩 １５時０３分） 

（再開 １５時１５分） 

○議長（山根啓志君）  休憩を解いて、会議を再開いたします。 

３番 上本一男議員。 

○３番（上本一男君）  ３番 上本一男です。 

私、市会議員なりまして、２回目の議会ですが、まだ、ちょっとなれんもんで、ち

ょっと早いかなあ思ったんですが、あれやこれやちょうど第２次江田島市総合計画等が

ございまして、ちょっと市長さんの施政方針等を、ちょっと聞きたいことありまして、

ちょっと質問さしていただきます。 

一つは、能美ロッジについてでございます。 

人口は、第２次総合計画について、トータル的なことをお聞かせ願えればと思いま

す。 

まず１番、能美海上ロッジについて。 

市長は、平成２７年度から始まる第２次江田島市総合計画について、総合計画審議

会市民等の意見を参考に、総合計画を策定するとのことですが、私は、観光部門の核は、

江田島市の宿泊施設、能美ロッジであると思います。 

そこで、次のことについてお伺いします。 

今市長が考えられているこれからのロッジの改装計画等、お聞かせ願えればと思い

ます。 

第２として、第２次江田島市総合計画基本構想案において、人口、交流人口、市民

満足ポイント目標数値を、３６年度には、人口２３，０００人、交流人口１００万人、

市民満足度７０点以上と設定いますが、その辺のとこを聞かせ願えればと思います。 

以上、よろしくお願いします。 

○議長（山根啓志君）  答弁を許します。 

田中市長。 

○市長（田中達美君）  それではお答えいたします。 

まず１点目の能美海上ロッジの改装、建替え工事構想についての、御質問でござい

ますが、議員も御承知のとおり、当該施設は昭和４２年に建設され、当時から瀬戸内海

に浮かぶ風光明媚な国民宿舎として、立地上の特異性があり、好評を得ておりました。 

しかし、築後４６年が経過しており、施設や各設備の老朽化が著しく、部分的な改

修を行ってきておりますが、抜本的な対策が必要と考えております。 

第２次総合計画の策定に当たって、市民アンケート調査を実施していますが、その
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結果は、宿泊・観光施設整備の重要度が７３．７％に対しまして、満足度が４６．７％

とかい離が大きい状況であります。市民の施策推進への期待が高いと感じております。 

また、観光振興施策の推進上、当該施設の影響力も非常に高いと認識しております。 

こうしたことから、平成２６年度の重点施策に、当該施設の今後の整備方針につい

て検討するため、国民宿舎能美海上ロッジ整備方針検討事業を盛り込み、取り組みを進

めてまいります。 

次に、第２次総合計画の目標数値についての御質問についてでございます。 

第２次総合計画の基本構想では、１０年後の目指す姿として、『協働と交流で創りだ

す「恵み多き島」えたじま』を掲げ、具体的な目標数値として、計画終了時の平成３６

年度末の目標人口２万３，０００人を設定しております。 

そのうえで、この目標を達成するため、「市民満足度の高いまちづくり」と「未来を

切り開くまちづくり」の二つの基本戦略を置いたところであり、それぞれの１０年後の

目標数値を「市民満足度ポイント７０点以上」と「交流人口の倍増（総観光客数１００

万人）」としております。 

目標人口２万３，０００人の実現のためには、市民満足度と交流人口の目標達成が

条件になると考えております。 

「市民満足度ポイント７０点以上」の達成に向けては、計画期間中、毎年度、市民

アンケート調査を実施することとしており、調査結果を踏まえて、部門・分野ごとに現

実の施策と市民ニーズのギャップを確認しながら施策を展開していくことにより、目標

に近づけていきたいと考えております。 

「交流人口の倍増」については、基本構想の中で「絵になる島」、「楽しめる島」、

「自慢できる島」、「また来たい島」の四つの方向性を示しているところであり、今後、

若手職員を中心とした庁内のプロジェクト・チームで、テーマごとに施策を検討してい

くこととしております。 

いずれにしても、施策の具体・詳細な中身については、来年度、市民ワークショッ

プなどを通して、市民の皆様の声を伺いながら、総合計画審議会で引き続き審議してい

ただき、基本計画・実施計画を策定していく中で明らかにしてまいりたいと考えており

ます。 

以上でございます。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  市長ありがとうございました。 

これから、江田島市の将来１０年計画決めるにあたり、いろいろ市長の考えを聞か

してもらって、ありがとうございます。 

まず最初、ロッジの問題なんですが、ロッジは、私はですね、ロッジ一本、市がこ

うやるいうんではなくて、ある程度民間、どこかホテルとかですね、そういうところへ

任してもええ思うんですよね。 

江田島市が全部こうやるいうんではなくてですね、いろいろ多角的に考えてもらえ

ればいいと思います。 

それとですね、ロッジのことだけでなく、今、私ども街から友達こう来た場合、ロ
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ッジに飯食べに行くんですけど、そこへ泊まってもらうんですけど、風呂へ入って泊ま

って次帰るというようなこうパターンですが、あそこをですね、総合的に一体、町から

来る広島の一つの観光の核、核いうたらなんですが、来年大谷病院再来年来ます。 

ということは、その人ら来られて、多分食事する所もいるでしょう。 

泊まる所もいるかもわからんです。 

となるとですね、人が今集まってくる要素があそこへある。 

総合的に考えてはどうかなあ思うんですが、市長その辺ちょっと聞かしてもらえれ

ば。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  まず、絵を描いていわゆるおられるわけなんですけども、私

先ほど答弁いたしましたように、２６年度１年かけてですね、そういったことの問題、

例えば大谷病院が具体的に、土地を買っておられるで間違いなしに建てられると思いま

すけれども、それでもまだなんか１年ぐらい待つとかいろんなうわさがありますので、

そういったこともいろんなことを勘案してですね、この能美海上ロッジをどうするかと

いうことをですね、検討してまいります。 

その中で、はっきりした方針が、１年の以内には建てたいというように思っており

ます。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  とにかく江田島市がですね、街から来られても、食べるとこ

ろもそんなにない、１番江田島市がもっているというたらロッジ、宿泊施設も、あそこ

で泊まって食べていうぐらいしかないですし、民間いってもそんなに、どういうてんで

すか、ずば抜けて連れて行ってみたいというようなところが浮かばんもんで、となると

やはり、それ以外の、人が留まってくれるような施設を一つか二つちょっと考えてみて

もええかと思います。 

今国は、なんか道の駅とかいろいろそれを建てる事によって地域観光を図りなさい

とかいろいろやってますけど、その辺を市長総合的に考えてですね、１０年計画いうこ

とでありますんで、一つそのへんをよろしくお願いいたします。 

それとですね、次のことなんですが、僕がですね、１番思うたんはですね、今江田

島市、僕が住んでこの江田島市は好きなんですよ。 

広島へ行くんも八丁堀へ行くんも１時間あれば楽に行けると。 

いざ、飲み過ぎて帰れん場合でも、ぐるっと回って帰れば我が家へ着くんですよ。 

自然はあり、ゆったりしたまちであります。 

それが好きなんですよ。 

今午前中言われたように、ここから呉・広島へ出稼ぎに行って儲けてきて皆帰って

きてくれるんですよ。 

それを考えた場合、江田島市が、広島湾の中へあって、北へ行けば船で宇品へ行か

れると。 

切串からも行かれると。 

小用からも行かれると。 
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小用から呉へも行かれます。 

早瀬からぐるっと回って行けば車でも行けます。 

そういうことを考えたときですね、今、ちょっと話が今度はちょっと別になるんで

す が 、 今 、 広 島 市 が 僕 は １ 番 寂 れ て い っ と る ん は 、 飛 行 場 が や っ ぱ り          

奥へいったんじゃないかなあ思うんです。 

ということは、今、広島市ですか、広島市が１兆１，０００億ぐらいの予算を組ん

で１２０万人ぐらいですね。 

福岡と博多と比べた場合ですね、博多が、２兆円ぐらいの予算規模をもっとるんで

す。 

博多いうところはですね、博多を降りて、中州まで飲みに行くのも近いですし、飛

行場もよいよ近い所にあるんですよね。 

例えば広島市が、観音へ飛行場があった場合、いうことを考えた場合にですね、本

郷に行かずに、あそこへおれば広島市はまだ伸びとったと思います、僕は。 

その観点から、こんだ江田島市をどうするかいうて僕は考えたんです。 

江田島市は、これを直線で、地図配ったのはですね、これは僕が勝手に時刻表を作

ってあれしたんですが、岩国発・東京いうのは、これは間違いないんです。 

東京から岩国、羽田から岩国行ってですね、船で行けばですね、３０分ぐらいで行

くんですよ。 

僕は漁師さんとこう行ったりきたりするんですけど、以前、日米の５月５日、航空

ショー、オーブンする日が年に１回あるんですけど、ことしはやるいうて言ってました

けど、そこへですね、行くんが、大体３０分ぐらいです。 

私はですね、やはりこの島が生き残ろう思った場合は、やはり東京と通じとったほ

うがええじゃないかのう、ええじゃないかのうじゃなくて、通じとったほうがええんで

すよ。 

どういうことか言うとですね、やはり官僚いうものはやっぱり便利のええところへ

行きますけえ。 

今岩国いうんはですね、岩国の予算が１，０００億あるんです。 

一般会計全部入れてですよ１，０００億。 

呉が１，７００億ぐらいはあるですね。 

岩国は１，０００億プラス９００億いうんがあるんです。 

防衛予算が。 

去年が６５０ぐらいです。 

その前が３５０億ぐらいで、今倍倍ゲーム。 

これは現実にええ悪いは別として、あるんですよ。 

から、この４月ごろ今度は、ＫＣ１３０ぐらいがまたはいってくると、１７年には

厚木の方からまたはいってくると。 

あそこはですね、今仕事が忙しいゆうてたまらんのです。 

こういうことは、そういうとこと結びつく交通網をもついうことは僕は大事なこと

じゃないかな思うんですよ。 
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が今、ここへ企業誘致しようと、企業来んじゃないですか。 

あそこへ行けば仕事はなんぼでもあるんですよ。 

が、それは別として、とにかく江田島市に住んどるもんが、例えば、東京へ行くの

に広島空港まで行かんにゃ行かれんと、そりゃ新幹線も行かれますよ。 

岩国へ行けば車を置いとって、１時間たちゃあ、楽に飛行場へ行けるいうたら、そ

のほうがよっぽど便利がええじゃないですか。 

僕は、その選択肢を江田島市民に与えたらどうかな思ってですね、市長にその辺も

いろいろ勘案してもらうために、これを出しました。 

一つ、どういうてええですか、海も陸の道路と一緒、一緒ですから、そのへんをで

すね、十分考えていただければ、うれしいんですけど、その辺ちょっと市長一言。 

○３番（上本一男君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  非常に難しい質問でですね、なかなか簡単明瞭には答えられ

ないんですけれども、確かに選択肢がですね、幾つもあれば、利用する側にとればです

ね、非常に便利なと。 

広島空港へ行く方法、それから岩国行く方法、この二つ選択肢があれば最もそりゃ

便利なんですが、やっぱり一番最大のポイントは、船を走らすことが、企業の経営とし

て成り立つか成り立たないかということじゃないかというように思いますが、そこらは

例えば、現実に取り組むことなりますと調査などをしてですね、また、そういう船を走

らす企業が実際におってなんかどうかというように、非常にまあ大きな課題があります

けど、ものの考え方としては、選択肢がふえるいうことは非常にいいことなんで、一つ

の例言いますと、廿日市の宮島からですね、観光ルートとして、術科学校へ結んだらど

うかとかいうことは、これまでも再三話がありまして、実際に、小用港へ宮島から小用

港へ船を走らしたり、実証実験で走らしたりしましたけれども、なかなか非常に、どう

いうんですか、そうようになればいいねということは、皆さん考えるんですけども、実

際船走らすことについては、なかなかここで明快な方針言うんですか、そういったもの

をお答えすることが非常に苦しいんで、これぐらいにしていただければと思っておりま

す。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  市長、僕が言うてくれえいうてもなかなかね、僕が市長でも

なかなか難しい思うんですが、いううちにですね、１０年後に交流人口１００万、住ん

でいる人２万３，０００いうたら、相当いろいろな手を打たんと入ってこん、残らん思

うんですよね。 

国側は２万人切ると言われるとき、それは一つの手じゃろう思うんですよね。 

今、ことしが、瀬戸内海国立公園できて８０周年、この度３月２１日ですか、しま

のわ２０１４ですか、が、道の駅構想、それから、今、江田島市じゃあ国は生きていけ

んよと、近隣の２０万以上の呉市、広島市と結びついて連携しなさいというてくれとん

ですよね。 

それから、船で行けば岩国は近いんですよ。 

岩国は仕事が実際こうあるんですよね。 
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あそこも大企業がこうあるんですよ。 

が、ルートが無いとなかなか、ひとつそりゃあ民間でもええ何でもええ、僕はこれ

を市長にやりましょういうんじゃのうて、そういうこともトータルで入れとかんことに

は、この島はつぶれる思うんですよ。 

僕が一番危惧しとるんはですね、呉市江田島町にはなりたくないんですよ。 

呉市音戸町、呉市倉橋、それじゃあ僕はいかん思うんですよ。 

そのために、ありとあらゆる手を打ってですね、やっていかなければいけないと思

うんですよ。 

そういうことで、僕としては、なかなか海いうことは気づかんので、僕らは島で、

まわりがみな海ですから、ああなんですが、一番実は一番よう船を活用するいうことを

利用するいうことを頭へ入れんにゃいけんのですが、そのへんでですね、理解してもら

えば、おもうてまあ質問さしてもらいました。 

まあ市長もう一言、はあ終わりにするけえ。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  実は先日、沖美のふれあいセンターで、広島湾広域都市圏構

想いうのがありまして、それの協議会があるんですが、柳井から、山口県は柳井、岩国

市、それからずっと大竹など含めて、呉市、竹原と、ぐらいと安芸郡の４町が加盟した、

広域都市圏の主に観光を中心に連携してやろうという会議があるのが、順番で沖美のふ

れあいセンターで実は江田島市が当番でやった、会場を設定したんですけれども、その

ときに、岩国の福田市長さんが、田中さん、きょうは実は岩国からわし船で来たんじゃ

と、４５分できましたと、４５分かかったそうです。 

おかへ回ると３時間かかるんで、船をチャーターして船で来たんじゃと。 

帰りも、ちょっと坪希で食事をして帰るんで暗くなって帰ったんですけれども、や

っぱり楽なねということをおっしゃいました。 

確かに、議員が言われるように、そういったことが実現できれば非常にこの島にと

っても活性化しますし、利便性もあがると思います。 

そういったことで、非常にこう一つの考えとしてですね、さまざまな考えの中の一

つとしてですね、こういったことも取り組んでいくことが必要じゃないかというような

思いがします。 

または、再々言うようですけど、宮島から呉、大和ミュージアムとか、海軍兵学校

へ行くコースとか、錦帯橋へ行くようなコースとかいうような、いろんなことがあるん

ですが、そういったものの中の一つとして、実現できればそれはもう１番いいことで、

どこかの場でですね、そういった議員さんの声があったということもですね、出して検

討していただければというような思いでおりますので、時間を少しいただけばと思いま

す。 

○議長（山根啓志君）  ３番 上本議員。 

○３番（上本一男君）  ありがとうざいました。 

まあね、とにかく岩国は東京へ通じとると、それと仕事はあると、東京へ通じとる

いうことはですね、瀬戸内海みたいな島は東京はないですよ。 
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外海でですね、千葉とかあっちべたいってね瀬戸内海みたいな穏やかな海はないん

ですよ。 

それがもしも簡単にこれるとなれば、そういうこともひっぱれる思うんですよね。 

それはまあおいて、そういうことで、ひとつ市長その辺のことを十分頭に入れとっ

て、これからひとつよろしくお願いいたします。 

ありがとうございました。 

○議長（山根啓志君）  田中市長。 

○市長（田中達美君）  同じことになると思うんですけども、仮に今岩国市が目指し

てるのは、岩国空港へ東京から来ていただいた人が、錦帯橋一つしか見に、例えば岩国

市内ですと錦帯橋一つなんですよ。 

それでお客を呼ぶいうことなると無理じゃと。 

錦帯橋一つのためにわざわざ東京から来ないいうことになっとるわけです、結論が。 

そのときにどうするかいうたときに、岩国の市長の考えは、福田さんの考えは、錦

帯橋も見てもらって、もう一つどこか、今は宮島へ行く、広島の原爆ドーム見にいくよ

うなことを設定しとるわけです。 

それで、岩国へ泊まるか、一晩岩国に泊まってもらうか広島市に泊まるかいう形で、

また岩国から岩国空港から東京へ帰ってもらうという、そういう観光のことを想定しと

るわけなんです。 

その中で、もしかすると、例えば、船を組み合わせて岩国から、東京のお客さんが

岩国空港へ着いて、船を組み合わせて船に乗って、江田島へ来て、海軍兵学校を見学し

て帰って、岩国へ泊まるというようなことは、設定すれば、一つの観光ルートには、錦

帯橋とセットした形の観光ルートいうものができるわけなんで、何度も言うようですが、

時間少しかしていただいて、そういったことのことが実現できるかできないかというこ

とがありますので、もう少し時間をいただいてですね、考えてみたいというように思い

ます。 

○議長（山根啓志君）  以上で、３番 上本議員の一般質問を終わります。 

 

延 会 

 

○議長（山根啓志君）  お諮りします。 

本日の会議は、この程度にして延会したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、本日は、これにて延会することに決定しました。 

なお、四日目は、明日午前１０時に開会いたしますので、御参集願います。 

（延会 １５時４０分） 


